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PaveFN について 

 

このマニュアルで説明される PaveFN はグラフィック入力を駆使し建築物の意匠における積算数量を算

出する独立したソフトウェアです。「独立した」と言うのは弊社の構造積算ソフト PaveJS、RB の入力デ

ータと非連動で稼働するソフトウェアであるということです。同ソフトの【物件概要】部および【建具

開口】部の建具サイズ入力とはデータ共有（あるいは連動）が可能です。しかし連動ということを意識

することなく意匠積算の作業をスタートできるように作成されています。 

 

グラフィック入力による意匠積算は現在主流である計算式積み上げ方式と結果数量を得る過程が全く異

なっています。PaveFN では入力スタイルが統一されており、その入力データに基づく計算結果も全て

自動化されています。このことは「意匠積算に熟達したベテランと積算を始めて間もないビギナー間の

ギャップを埋める」という言葉で表現できます。これを言いかえれば誰が入力しても答え（結果数量）

は同じになるということです。 

 

弊社の意匠既存製品である FINI は計算式積み上げタイプのものでした。あえて弊社が複雑な処理を要求

するグラフィック意匠積算の制作に踏み切ったのには訳があります。それは上で述べた「ギャップを埋

める」ということに加えて現代の積算事情も大きく関連しています。今、大量の物件を「短時間で正確

に」数量を出さなければならない時代です。かといって以前のようにじっくりと積算職人を育てる時間

もない時代でもあります。また意匠系の V.E.は依然としていつでも発生するなどなど～～～これら直面

する諸問題に効率的に対応できるソフトは「グラフィック方式しかない」と私どもは結論しました。グ

ラフィック積算の特徴である「一目瞭然」おまかせ処理が最も効率よくこれら諸問題を解決できると考

えたからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



マニュアルの目的と使い方 

 

このマニュアルは短時間で PaveFN の操作をマスターできるよう記述してあります。今まで積算ソフト

操作は「操作指導」という段階を踏んで実務に臨むという形式が主流でした。このマニュアルでは「操

作指導なしの独自学習」が可能になるということを目的に製作しました。 

 

「個別操作指導」あるいは「集合教育研修」の機会があればその場でも利用可能なテキストに転化する

ことも念頭にいれてあります。ただしこのマニュアルとじっくりお付き合いいただければ必ず独自で操

作を履修できるよう記述したつもりです。 

 

操作説明では詳細解説は極力省き入力の大筋（特に入門編）に沿って記述しました。読者がこのマニュ

アルで解説される流れを理解すれば製作者の意図する「PaveFN を感覚的に理解」することが可能だと

考えています。この「感覚的に操作法を理解」とはどんなに難易度の高い積算物件であっても「感覚的

に処理可能」ということであり PaveFN でその術を得た人は難度の高い物件画面がスッキリした図面に

見えるようになると思います。 

 

マニュアルは「内装導入編」、「外装導入編」から始まり「実践編」へと進んでいきます。練習はこの流

れにそって行ってください。 

 

PaveFN をインストールされると「PaveFN 入門図.jpg」と「フロッグハウス.jpg」の２つの平面図が

PaveFN（意匠積算）フォルダ内に置いてあります。導入編では「PaveFN 入門図.jpg」を使用して解説

を進めます。「導入編」で学習される方は「PaveFN 導入図面.jpg」をあらかじめ印刷しておいてくださ

い。 

 

「実線編」では「フロッグハウス.jpg」を使い解説します。ここで使用する jpg 壁紙は PaveFN（意匠積

算）フォルダ内に中心となる「フロッグハウス.jpg」に加え「フロッグハウス建具.jpg」と「フロッグハ

ウス仕上.jpg」という 3 つの jpg ファイルが置いてあります。「実践編」を始める前にこの 3 枚の jpg を

印刷しておいてください。また「導入編」「実践編」共練習される前に図面を理解しておくとよりスムー

ズに各説明が理解できると考えます。 

 

制作者は学習される方がこのマニュアルとじっくりお付き合い下さればユーザ独自の感性をもって

PaveFN の「独自の利用・処理方法」が創造されるものと信じています。 
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PaveFNのサポートあるいはご意見・ご相談は弊社へご連絡ください。 

Tel.099-252-2108 Fax.099-252-2338です。 

パソコン環境とソフトウェア仕様ついて 



1. ハードウェア関連 

 PaveFN は物件壁紙（jpg ファイルサイズ）により扱うデータ量が変動します。メモリは 1 ギガ

バイト（好ましくは 2GB 程度）以上をお勧めします。 

 CPU スピードはそのまま処理スピードと直結するとお考えください。 

 大量のメモリを消費する可能性のある他ソフトウェアとの同時起動はできる限り避けてくださ

い。また他の Pave シリーズ（同じ物件データフォルダを同時に扱う可能性のあるソフト）との

同時起動は行わないでください。 

 画面解像度は 1280*1024 ピクセルを想定してソフトは作成されています。1280*1024 のどちら

かがこの数値以下で設定されている場合、画面一部が見えなくなることがあります。この解像度

以上のモニターをご用意ください。 

 

「上は画面のプロパティの解像度設定画面」一部 

 

2. ソフトウェア PaveFN 基本仕様に関して 

下は PaveFN の扱う最大入力可能文字数（未満の数を推奨）と使用注意文字などです。 

項目 文字数 備考 

部屋名称 100 バイト（日本語 50 文字以下）  

材料名称 〃  

材料仕様 〃  

単位名 20 バイト（日本語 10 文字以下）  

工種名 100 バイト（日本語 50 文字以下）  

計算式 1 行につき 255 バイト以内 英数半角に限る 

コメント 255 バイト（日本語 120 文字程度）  

建具名称 6 バイト（英数半角） AW-1(4 ﾊﾞｲﾄ)・AW1(3 ﾊﾞｲﾄ) 

禁止文字 *（ｱｽﾀﾘｽｸ）,¥(円ﾏｰｸ),_(ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰ) FN 既定使用文字 

処理文字 天井部材料仕様欄の H?（英数半角） H?には FN で天井懐 H の割当 

〃 巾木部材料仕様欄の H=60 など（半角） 60 は壁材控除の H として処理 

上記仕様は改良のため変更される場合があります。 

 

3. PaveFN 使用中の一般的な注意事項 

 PaveFN 使用中エラーが発生したら強引に処理を進めず弊社までご連絡ください。 

 やむを得ず作業を進める場合は、データ保存を行わずに PaveFN を強制終了します。 

 作業中は要所でのデータ保存をお勧めします。（あるいはメインメニューに戻る。） 

 



PaveFN フォルダ内の各種ファイルの説明 

PaveFN のインストール CD をお持ちの方の CD 内容は以下のようになっています。 

 

弊社名フォルダ(Cambria)の下に上のようなサブフォルダが存在します。 

1. PaveFN（意匠積算）のフォルダ ・・・・ 試供品製品を格納 

2. PaveFN マニュアルのフォルダ  ・・・・ 製品マニュアル格納 

3. 製品資料のフォルダ   ・・・・ 各種プリント例格納 

4. 導入方法のフォルダ   ・・・・ ご導入時の契約書類 

 

この Top フォルダ(Cambria)ごと、お使いのパソコンのお好きな場所にコピーしていただきマニュアル関

連を印刷することで製品を試用できるようになります。PaveFN は今後も機能追加が行われるためマニ

ュアルとの不一致がおこる可能性があります。最新の追加機能あるいはバグ情報などは弊社ホームペー

ジ内の「NEWS」でご確認いただけます。 

 

PaveFN（意匠積算）のフォルダ内の PaveFN4.exe で製品は起動します。起動アイコンは独自にショー

トカットを作成してください。本マニュアルで使用する各種壁紙は導入編の「PaveFN 内装入門図.jpg」

が PaveFN（意匠積算）の直下にあり、実践編で使用する 3 種の jpg ファイルはフロッグハウスフォル

ダ内に置いてあります。 

 

PFMD_で始まるフォルダは材料マスターです。サンプルとして「PFMD_ABC 設計」がフォルダ内に置

いてあります。 

 

 



第 1 章 内装入門編 
 

この章では PaveFN 初心者の人がソフトウェアを簡単に理解していただけるよう作成しました。本文で

は PaveFN が備える多くの機能説明が可能な限りカットされます。替わりに PaveFN の入力手順が淡々

と記述されます。練習される方は説明される順番通り、あたかも動作をコピーするように学習を進めて

ください。 

 

この第1章 内装入門編ではPaveFNの基本概念や操作が説明されるため必ず一回は学習してください。

そのことで PaveFN の処理過程が理解できソフトウェアの考え方やアウトラインを捉える事ができるよ

うになります。一番重要である「直感的にプログラムを理解する」ことができるようになると考えます。 

 

 

PaveFN メインメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新規物件作成と物件概要入力 

 

1. PaveFN を起動したら上図のように「ファイル」をクリックします。 

2. 表示される「新規作成」クリックします。 

3. その後、メインメニュー（上図）の【物件概要】ボタンをクリックします。 

4. 下の画面が表示されます。 

 

 

5. 上のように入力します。物件名は「内装入門」、1 階建てとして、階高は 1F/RS を 3(m)と入力します。 

6. その後、右上の［×］をクリックして、物件概要を閉じます。 

 

注）構造部の図面を利用する入力となります。階数は設計階数を入力し階高は SL-SL 階高を入力します。 



建具リストの入力 

 

メインメニューの【建具開口】をクリックすれば下の建具リストを入力できる画面が表示されます。 

 

 

 

1. 表内の形欄に 1 と入力し[Enter]を押します。 

2. 次に SD1 と入力し[Enter]を押します。 

3. 建具巾の値 0.8(m)を入力し[Enter]を押します。 

4. 最後に建具高さである 2(m)を入力し[Enter]を押します。 

5. 以下同様の手順で入力し、AW1,AW2 そして WD1 の建具リストを完成させます。 

6. その後、右上の［×］をクリックして、建具開口の登録画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



部屋毎の仕上表作成 

 

メインメニューの【仕上表】をクリックすれば部屋毎に仕上表を作成する下の画面が表示されます。 

 

 

部屋基本情報の入力 

1. 部屋名を「前室」と入力し[Enter]を押します。 

2. FL-SL にメートル単位で 0 と入力して[Enter]を押します。（OA フロアーなど想定） 

3. この部屋の部屋高である 2.4m を入力し[Enter]を押します。 

4. 腰壁は 0 と入力して[Enter]を押すか、未入力のまま[Enter]を押します。 

 

床材の入力 

1. 上記のように名称欄に「長尺シート」と入力し[Enter]を押します。 

2. 仕様欄はそのまま [Enter]を押します。 

3. 単位は[↑↓]キーを使って m2 を設定し[Enter]を押します。 

4. 工種も[↑↓]キーを使って内外装を設定し[Enter]を押します。 

5. 下地材の名称欄では「モルタル金コテ押エ」と入力後 [Enter]を押します。 

6. 仕様欄はそのまま [Enter]を押します。 

7. [↑↓]キーを使って単位、工種を上のように設定し [Enter]で入力を進めます。 

8. 3 行目の名称欄が未入力の状態で[Enter]を入力して床材の組み合わせ 1 セットを完了します。 

9. 上のように材料組み合わせのエンドを意味する「↑」マーク（必須）が表示されます。 

 

注）材料を誤入力し、対象行を削除したい場合は同行でカーソルが点滅中に[Ctrl]+[Del]キーの入力で対

象行を削除できます。 

 

 

 

 



巾木材の入力 

 

床材の入力が終わったら[F2]キーを押すか、マウスで巾木[F2]をクリックすれば巾木材料登録画面になり

ます。床材同様に巾木材料を下のように入力します。 

 

巾木では、RC 壁部、RC 柱部および 2 次壁に異なった巾木材料が使用されるケースが起きた場合に対応

できるよう、各部位で必要に応じ異なる巾木材を設定できます。 

しかし、一般的には同一部屋内においては、RC 壁、柱および 2 次壁に同じ巾木材が使用されるため、

RC 壁の最後で[Enter]キーを入力すると同時に、同じ材料の巾木が柱部および 2次壁部に設定されます。 

上のように、例え材料が 1 行であっても（下地材がない）必ず[Enter]キーの入力で材料セットの完了を

示す[↑]マークを表示させなければなりません。 

 

壁材の入力概念 

 

壁材料の入力は、今までの床部、巾木部の材料設定と異なり決められたあるルールに従って材料を設定

しなければなりません。壁[F3]をクリックするか[F3]を押せば下の壁材料入力画面に表示が変わります。 

 

壁での入力部位は上図に示される通り、2 つの中部位に分けられています。 

中部位名【RC・壁・梁】が示すようにコンクリート関連はこの中部位欄内に材料を入力します。 

２番目に表示される【2 次壁】とは、画面右上に示される PaveFN 既定小部位ヘッダー 

 

の*LGS から始まり*他までの 9 種の間仕切壁を意味しています。 

入力される壁仕上材は必ず上のいずれかの壁種で始まる言葉を明記しなければなりません。 

 

 

 



壁材の入力 

 

 

上図は壁の仕上げが正しく入力された例です。 

 

1. 壁の材料登録は画面右上で固定表示される*ヘッダー付き壁種を必ず 1 行目に記入しなければなりま

せん。この規定*ヘッダーをセットする方法は入力中にキーボード[Ctrl]+[→]キーを押す、あるいは

マウスで*付き固定壁種を直接クリック選択し入力行に設定します。 

2. [Ctrl]+[→]キーでは の表

示が黄色に変わります。[←・→]キーで壁種を選択（↑例は選択壁種*LGS が反転表示）し[Enter]で

仕上表内のカーソル点滅行、名称欄にコピー・設定されます。 

3. 次にコピーされた壁種に対し壁厚の属性を規定します。上の入力例で説明すれば*RC 壁の直後に

/180/と英数半角で入力し[Enter]で確定なければなりません。壁厚が未記入の場合は単に壁厚ゼロの

*RC 壁線分として処理（結果数量が増える）されます。（上図参照） 

4. [Enter]入力で下行の名称欄へカーソルが移ります。これまでの床あるいは巾木での材料入力と同じ

方法で表面仕上材から下地材を入力します。 

5. 下地材料まで入力を終えた後、次行の名称欄で[Enter]を入力し最終的に*RC 壁/180/の仕上セットを

完成させます。 

6. *RC 柱・*RC 梁を*小部位ヘッダーに選択した場合は/180/のように厚み属性を記入する必要はありま

せん。（上図参照） 

7. 最後に上の例のように【2 次壁】の下の入力欄で*LGS/65/の材料セットを入力・完成します。繰り返

しますが*LGS に続く/65/は LGS の壁厚を意味しています。 

 

注1. 何らかの理由で同じ*RC/180/の壁を仕分け計上場合、「*RC 壁/180/A タイプ」と設定し同じ厚み

を持つ RC 壁のヘッダーには「*RC 壁/180/Z タイプ」と設定し結果を分けることは自由です。 

注2. 但し、気をつけなければならないことは、A タイプとういう表現です。ここに表現される言葉で

PaveFN が規定表現として解釈・処理する言葉があります。例えば A 腰タイプと記入すれば A タ

イプ壁の腰壁部の仕上げと PaveFN は解釈します。この規定表現の詳しい解説は後述します。 



天井の入力 

 

 

上のように天井部を入力後に編集部屋の材料を画面左上にある ボタンクリックで確定、「前室」

の仕上を最終的に登録します。 

 

「前室」と同じ手順で「事務室」の仕上表作成の練習をお願いします。 

 

「事務室」は「前室」と仕上材料の構成は同じなので、コピーとか複合マスターを利用するとか便利な

機能がありますが、どのような方法にしろ「事務室」の仕上表を完成してください。 

 

最後に仕上表を右上の[×]で閉じると下の様なメッセージが画面に現れます。 

 

 

ここで、はい(Y)をクリックし、ここまで入力した材料をマスターデータとして残します。はい(Y)をクリ

ックすれば、画面左上の「新規マスタ」と表示されている部分の下に、 

という入力欄が表示されます。新規マスターを「内装テスト」に変更後[Enter]キ

ーを押します。仕上表の画面が閉じられメインメニューに戻ります。ここで命名された「内装テスト」

というマスターデータは今後いつでも利用できます。 

 



最終段階の意匠積算をスタートする 

 

メインメニューの【意匠積算】をクリックすれば、PaveFN の中心作業となるフロアープラン入力を行

い積算結果を求める最終作業へ移動します。下が【意匠積算】の画面です。 

 

意匠積算拾い部の画面は一見複雑に思われるかもしれません、しかしユーザが PaveFN を使い込むにつ

れ配置される全機能は必要であり、かつ便利だと感じていただけるものと確信しています。ただし初心

者はあまり難しく考えることなく・・・ 

 

【PaveFN での積算作業は「芯線組」機能を覚えるだけのことである】 

 

という感触をまずこの導入編マニュアル実習で実感していただきたいと考えています。その目的のため

以下に続く操作解説は「芯線組」機能を中心に展開し、枝葉末節の説明はバッサリ切り落とします。即

ち、入門マニュアルでは「芯線組」の使い方と考え方の説明を中心に記述されます。読まれる方も、こ

んなケースではどうするの？あんな場合はどうして入力するの？などの想像や疑問はしばらくどこかに

置いてきてください。 

 

 



PaveFN で使用する壁紙を物件フォルダーにコピーする 

PaveFN の中心機能は芯線組です。芯線組は背景壁紙を利用しながら積算を進めていきます。この背景

壁紙は積算中の物件フォルダ内に JPG（ジェイペグ）形式で保存されているファイルのみ利用できます。

物件フォルダへのコピーはエクスプローラの「コピー・貼り付け」を利用し行えますが PaveFN 内で同

じ作業を行うことも可能です。 

 

 

 

注）壁紙名称について・・・・ 

壁紙名称（ここでは、わかり易いようにあえて長いタイトル PaveFN入門図.JPGとしましたが）は Windows

で一般的に使用が禁じられる「*-/～やスペースを入れる、例えば、*PaveFN  入門/ .JPG のように

命名しないでください。このような複雑な名前は PaveFNから壁紙を呼び出せないなどの問題を起こす可

能性があります。ベストな方法は 1F.jpgなどのような単純な壁紙名をつけることです。 

 

 

壁紙コピー要領 

 

1. 画面左上の「■コピー・入力条件など」にチェックを入れます。 

2. 表示される項目から にチェックを入れます。左図下の

フォルダ選択機能が開きます。 

3. JPG ファイルが存在する場所を指定します。エクスプローラの要

領でフォルダ指定を行ってください。 

4. JPG が指定フォルダの中に存在すれば、そこにある全ての JPG

ファイルが下に表示されます。（黄色の部分） 

5. 物件内にコピーしたいファイルをクリック指定（青色反転表示）

します。左では PaveFN 入門図.JPG を指定しています。 

6. 指定が終わったら下の ボタンを押します。 

7. コピーしますかのメッセージが表示されます。 

8. はい（Yes）でコピーを実行してください。 

9. 画面左最下にある は現在物件内にある全 JPG

ファイル（壁紙として使用できるファイル）の一覧を示します。 

10. 左の例は をコピーした直後の絵です。 

11. 必要な JPG のコピーが終わったら のチェックをはず

し、更に「■コピー・入力条件など」のチェックも外してコピー

画面を閉じます 

 

これで「FN 入門」という物件で「PaveFN 入門図.JPG」という背景

壁紙を PaveFN から呼び出して利用することが可能になります。 



A. 背景壁紙を呼び込む 

 

 

 

B. 壁紙の縮尺を決める（新しい壁紙を利用する時は必ず縮尺設定を行います。） 

新しい壁紙が呼び出されたら場合によって各種メッセージ画面が表示されます。内容を理解してくだ

さい。まったくの新規壁紙の縮尺は下の解説に従い決定してください。 

 

1. 始点ポイントをクリック。 

2. 終点ポイントをクリック。 

3. メッセージ「壁紙の傾き～？」はいいえ(N)をクリック 

4. 続くメッセージは OK をクリックするか[Enter]入力 

5. 終点ポイント横に表示される縮尺入力欄に＜始点―終点＞ポイント間の実長「8.7」とメー

トル単位で入力し[Enter]を入力します。この入力値により壁紙との割合を求め使用壁紙の

縮尺が決定されます。 

6. その後、新しい壁紙を初めて使用する時の詳しい注意点が表示（構造階の指定など）されま

すのでメッセージを理解し OK（はい）で作業を進めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景壁紙は 2Step で呼び出します。 
 
1. プルダウンをクリック 
2. 対象壁紙をクリック 



C. 通りの作成 

 

 

注）通り芯作成中に壁紙と設定する通り表示がズレていても積算結果には何の影響もありません。重要

なことは壁紙に合わせて各種芯線を引くのではなく、マウス横に表示される数値に注目し芯線を引くこ

とです。 

D. 芯線組 

通り作成を終えたらフロアープランを壁紙上に作成する作業「芯線組」にみます。  

 

1. X 通り最初の通りでクリックします。 

2. X２の通りでマウス右の数値が と表示されたらクリックします。 

3. Y 通りの作成は画面左で Y（通り）をクリック指定し切替ます。 

 

画面上に引きたい部分が見えないときは・・・ 

 

ミニロケ図のここら付近をクリックするか、あるいは表示壁紙の↓と→に

表示されるスクロールバーで図面表示位置を調整し Y 通りの通り芯線を

X 通り作成と同じ要領で作成します。通り設定を終えたら のチェ

ックを外して中心作業「芯線組」を開始します。 

 

 

のように芯線組のチェックボックスを ON してフロアープランを芯線で描

画できるようにします。 

 

芯線組のメイン機能は左図に示す・・・ 

◎作成、◎線種、◎開口および◎部屋の 4 つの要素です。この機能こそが

PaveFN で効率よく積算するための中心機能です。この機能をマスターす

ることは PaveFN を使いこなせるという意味になります。 



E. 最初に壁芯線（RC 壁芯線）を作成する。引き間違いは【ESC】で戻ります。 

 

1. A ポイント（通り芯交点）近くにマウスを近づけ●反応時にクリック 

2. B ポイントまでマウスを水平移動●反応時にクリック 

3. 更に、マウスを C ポイントで●反応するところまで移動、クリック 

4. 上図のように D ポイント●反応時（上図時）にクリック 

5. 最後の線分 D→A ポイントまで線を引き A ポイントで線分を閉じます。線分を閉じる方法

はとても重要です下のを理解し線を閉じてください。 

 

 

 

 

超重要）袖壁以外の全芯線は閉じること！ 閉じるためにマウス横の計測数値に注目！ 数値が赤色表

示になったら PaveFN が自動的に閉じてくれます！ 

A B 

C D 

重要 線分は必ず閉じて終わる 

左図でマウス横の表示数値が のように赤色表示時のクリ

ックで線分が自動的に閉じられます。 

数値の赤表示には 2 種類あって赤色反転は近隣点で閉じ、単な

る赤色表示はマウス位置近くの線分で閉じます。 

 



F. 壁を命名する 

 

左は芯線を作成直後の図です。壁名称はありません。芯線名のない線分は薄緑色単線（下図ではマニュ

アル用に加工太線で示してあります）で示され PaveFN では空線（No Name）と呼んでいます。 

 

 

注）ここでは、壁の命名を芯線作成直後（◎作成にチェックが入っている状態）で行いましたが、芯線

組機能の 2 番目の◎線種にチェックを入れた状態で壁種命名あるいは変更を行うことができます。◎入

力にチェックが入っている状態で壁種リストから壁をクリック選択すれば空線（No Name）の全てがク

リック指定線に命名されます。 

 

芯線組◎作成の時に使える機能・・・ 

 

・作成中に線を間違って引いた場合は[ESC]キーで順次抹消・一線単位で戻すことができます。 

・[Shift]+[マウス左ボタン Click]で表示中の全空線(No Name)線を一発抹消します。 

・[マウスホイールを前後に回す]ことで壁紙画面の上下スクロールを実行します。 

・[Ctrl]+[マウスホイールを前後に回す]ことで壁紙画面の左右スクロールを実行します。 

 

 

 

 

 

画面左に表示される壁種リストから*RC 壁/180/をクリック選択し、空線

(No Name)線を右図のように*RC 壁/180/（オレンジ色）と命名します。 

 



G. 柱面の線作成 

柱は大抵の場合 RC 壁が交差する点に配置されると思われます。従って入門図では前室と事務室の間に

*LGS/90/の壁がありますが同壁を設置する前に四隅に位置する柱の入力について説明します。 

 

◎柱にチェックを入れた直後の壁紙とフロアープラン状態、配置予定の壁交差点が赤丸で示されます 

柱の入力 

1. 左図のように◎柱にチェックを入れます。 

2. 左図下の柱設定の機能欄が開きます。 

 

柱の設定（実際） 

1. 配置する柱リストを作成します。作成は柱名称を記入し[Enter]その後

W*H 欄に同柱のサイズを左図のように W*H で mm 入力します。入力後

[Enter]を押すことでリストに登録されます・ 

2. 柱の W*H サイズが異なる場合、例えば、C22[500*1200]、の柱が図面上

でX,Y逆に配置されていても◎回転で対応できるので、C22A[5000*1200]

とC22B[1200*500]のように2種類の柱リストを作成する必要はありませ

ん。 

 



◎配置 

柱の配置は以下の手順で行います。 

1. 配置される場所をマウスで囲みます。 

2. この囲み作業はマウスドラッグではなく、該当ポイントの左上でマウス左ボタンをクリックし、次に

マウス移動に伴い赤色破線の枠が右下のポイントまで囲む状態でクリックします。 

3. 指定された交点ポイントは強調●表示になり同場所に柱が設置できることを意味します。 

4. もし間違って指定した場合、上と同じ要領で除外ポイントを囲みます。そのことで指定ポイントの強

調●表示が解除されます。 

5. 指定ポイントへの柱配置は、先に作成したリスト内の C1[600*600]をクリックします。フロアープラ

ンに同柱が●ポイントを中心として付加表示されます。 

 

 

・ここまでの一連の作業でフロアープラン画面は上の表示状態になります。 

・上図はわかりやすくするために□白紙にチェックを入れて背景壁紙を非表示状態にしてあります。 

・図でお分かりのように次の作業は柱偏芯（柱外面線を壁外壁面にそろえる作業）です。 

 

 

 



◎偏芯にチェックを入れることで柱面を作成済壁芯線の面に揃えることができます。揃えられる線は壁

躯体線（両面）と壁の中心芯線です。下が◎偏芯にチェックを入れた直後の Y1 通り X1-X2 間の壁と柱

の位置関係です。壁表示は単線でなく壁厚を伴って表現されます。 

 

壁面と柱面を揃える作業は以下の手順で行います。 

 

1. 目的は柱の下端面を壁の下端面に揃える（最下図参照）ということです。 

2. 最初に柱配置で使った枠囲いと同じ要領で柱下端面（２辺）のみを左上→右下を枠指定し囲みます。

そのことで指定面が赤い太線で表示（↓図参照）されます。（誤指定は同面の囲い直しで対処） 

3. 次にマウスを薄緑細線で表示されている壁の下側躯体線に近づけます。壁面線が赤色反応します。 

4. 適切と思われる時点でマウスをクリックし柱を偏芯させます。 

5. 不適切な位置に柱を偏芯させた場合は、再度柱面の指定からやりなおしてください。 

 

一連の偏芯作業中の画面と偏芯後の状態を下に表示します。 

・このマニュアルでは柱の◎回転に関しては説明を行いません。 

 

注）柱の削除は◎配置チェック時に配置ポイントを枠囲い対象ポイントを決めてリストの*削除[0*0]を配

置指定することで同場所に配置されている柱を削除できます。 

 

 

 

・芯線組下の◎壁にチェックを入れて再度壁芯線入力に戻り、間仕切壁*LGS/90/の芯線作成を行います。 

 

 

H. 間仕切り壁*LGS/90/の入力 



先ほど配置した*RC 壁/180/は通りが作成されていたため通り交点が赤反応したタイミングでマウスをク

リックし、簡単に壁芯線を作成することができました。しかしこれから作成する*LGS/90/の壁は通り交

点がないために芯線作成の手順がひとつ増えることになります。具体的には以下の手順（考え方）で同

壁芯線を作成していきます。 

考え方 

1. 配置する芯線の始点を既存芯線上に決める。 

2. 始点が決まったら作成芯線を延ばして、袖壁以外であれば、別の既存芯線に接着させる。すなわち、

対象壁芯線を閉じる。 

設定手順 

1. 設定しようとする芯線の始点となる既存壁芯線にマウスを近づけます。この時点で近づけられた芯線

が黄色に反応します。 

2. 設定芯線の始点となる芯線が黄色に反応したときに、マウスをクリックすると始点のスタート位置

（座標）決定用にマウス移動に同調し近隣壁芯からの寸法（逃げ値）がマウス横に表示されます。下

は左の壁芯線からの寸法である 4.100 が表示されています。 

 

3. 表示寸法が始点ポイントと合致すればマウスクリックで始点を決定します。しかし的確な位置にマウ

ス移動で表示できない場合、近隣値表示時でマウス右ボタンクリックし近隣メーターを表示します。 

 

4. このようにして設定芯線の始点が決定したら、閉じる既存芯線の近くまでマウスを移動します。移動

に伴い始点からマウス位置まで設定芯線（赤色）が伸び縮みします。閉じる線分に近くでマウス横の

数値表示が赤色（下図）になったら時点で最終終点を決定し線分を閉じます。 

 

 

近隣メーター使用法 

1. マウス右クリックでメーター表示 

2. 表示寸法から望む値を Click 選択し位置決定 

3. 表内に望む値が非表示なら□Dbl チェックで 2 倍

表示かマウス右ボタンクリックで近隣メーターを

一旦閉じてやり直。 



ここまでの作業でサンプル物件の全壁芯線および柱線のフロアープランが完成した図です。 

 

・図は□白紙にチェックが入った状態の画面表示図です。 

 

注1. 内部に壁芯線が存在しますが同線分は消さずに残しておいてください。そのことで積算結果に影

響がでることはありません。 

注2. 個々の柱は 4 つの線で一本の柱が構成されるため、柱線の一部を抹消する、柱線の一部を別名称

の壁線に変更するようなことは決して行わないでください。 

 

◎線種に関しての説明はスキップします。なぜなら、芯線作成ですでに芯線命名が終了していいるから

です。◎線種では線名称の変更、芯線高の変更など芯線にまつわる各種属性を設定できますが上の理

由でここでは取り扱いません。この◎線種の使用法・機能に関しては後述する PaveFN 各種機能詳細

の項目を参照してください。 

 

次のページで建具開口を芯線上に設定する方法を説明します。建具配置でこの壁紙に対する芯線組によ

るフロアープラン作成は終わります。 

 

 

 



I. 建具開口の配置 

 

芯線組内の◎開口にチェックを入れます。画面左に入力済み建具リスト一覧が表示されます。 

 

 

 

 

に自動的にチェックが入るため、配置直後は下のように開口情報が示されます。 

この表示を行いたくない場合はチェックをはずします。 

 

事務室の廊下側にある AW2 は 900mm の腰あり建具となっています。このような建具を正確に設定する

には以下の要領で行います。 

 

 

注）腰壁がある場合、建具腰高の寸法指定は重要になります。 

左は前室バルコニー側にある掃き

出し AW1 を設置中の図です。 

1. 開口リストより

を選択 

2. マウスを対象芯線に近付けると

選択されている建具がマウスと

連動して芯線上を移動します。

マウス移動に伴い黄色で表示さ

れる AW1 の建具が移動する。 

3. 適切な場所でクリックして建具

を配置する。 

1. 建具リストで○腰を選択 

2. 腰高に 900（mm）と入力 

3. その後掃き出し建具と同じよう

に開口を配置。 

初期値は 1.000mm です。 



 

 

上は建具開口が正確に設定された図です。マニュアルに沿ってここまで実習された人の画面も上と同じ

ように見えるはずです。柱の色は□線色カスタマイズで変更してあります。 

 

梁の入力は？と思われるかもしれませんが、この導入偏では梁関連の説明は行いません。従って、次ペ

ージで PaveFN 最後の仕事である部屋の積算数量を求める方法の説明で導入偏の入力部マニュアルは終

了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



J. 部屋の積算数量を求める。 

 

1. にチェックを入れます。 

2. 仕上表で作成された部屋リストが表示されます。 

3. この部屋リストから前室をクリック指定します。 

4. 平面図で前室の部屋枠内をクリックすれば結果が下のように表示されます。 

 

結果画面が下に隠れて表示されない場合は画面レイアウトバー（画面下水平方向の緑色バー）をつまん

で適当なところまで引き上げてください。 

 

上の表示は壁[F3]部位の結果を示しています。床、巾木、壁、天井、雑の各タブをクリックしてそれぞれ

の部位数量を確認できます。また にチェックを入れることで全部位の積算数量を一覧で確認

できます。（画面右側に表示） 

この求められた数量を最終的に登録する時は をクリックして登録します。その後、次の部

屋「事務室」の積算（部屋指定→部屋内でクリック）作業に進みます。 

全ての部屋をし終えたらメインメニューに戻って PaveFN を終了します。 

 

 



K. 梁仕上げを作成してみる 

ここまでの作業では PaveFN で積算数量を得る大まかな流れを説明してきました。梁の設定に関しては

一切説明してきませんでした。最後に梁の入力について説明します。 

仕上表に梁の仕上げを加える 

 

メインメニューから仕上表をクリックして部屋仕上表に入ります。 

 

1. 既に登録されている■前室をクリック選択します。 

2. 次に壁[F3]をクリックして編集対象部位である壁の仕上表を表示します。 

3. *RC 柱の仕上セット下（↑記号の下）の名称欄をクリックます。行数を確保したいときは[INS]キ

ーを入力します。 

4. 上の図のように*RC 梁の仕上げを完成させます。最後に ボタンをクリックして変更された

■前室の仕上表内容を登録します。 

5. 登録されると自動的に■事務室への編集へと進みます。事務室も同様に*RC 梁の仕上げを完成・登

録して仕上表の変更を終了、右上の[×]で画面を閉じてメインメニューに戻ります。 

 

説明の都合上、登録済部屋に梁仕上を追加すると説明しました。しかし、通常は部屋作成時（*RC 壁仕

上げ作成時）に*RC 梁の仕上も作成しておきます。 

L. 梁リスト（梁名称と断面サイズ）を作成する 

メインメニューの をクリックします。 



をクリックして図面を表示します。次に芯線組 を使用できるよう

Yes にチェックを入れます。芯線組のメニューが表示されます。芯線組メニューの最下行にある

の梁にチェックを入れます。図面に壁および柱の躯体線が緑色表示されます。画面右

側には登録済み梁リストが一覧表示されます。 

 

梁名とサイズを入力して梁リストを作成する 

 

にチェックを入れた状態で PaveFN を終了すれば、別物件で梁入力を行う時に

をクリックすることで登録済み梁リストを利用することができます。 

M. 梁を図面に書き込む 

梁の初期線色は黒色ですが便宜的にオレンジピンクで表現しています。 

まず①建物の四周（通り上）に B410[400*1000]の梁が壁外面と梁外側面が一致存在し、②中央 LGS 壁

上に壁芯と梁センターが一致して B37[300*700]があり、更に③B36[300*600]の梁が画面中央辺りで

LGS 上梁と直交して存在すると仮定し説明します。 

1. 下の入力欄をクリックし梁名称を入力し[Enter]を押します。 

2. カーソルが自動的に 入力欄に移動しますので左図のように

300*700 と入力して[Enter]で決定します。 

3. このようにして作成された梁メンバーは順次梁リスト一覧に表示

されます。 



 

 

 

下は全梁を設置した図で、右は の状態で表示。 

 

 

 

梁入力要領（重要） 

1. 梁は必ず外周枠から設置してください。（設置順番で優先順位が決まります。） 

2. PaveFN が不要な梁を発生 の削除にチェックを入、不要梁をクリック削除しま

す。再び梁設定を行うときは をはずしてから作業を進めます。 

 

設定梁も含め部屋再計算を行うには芯線組 No 状態で登録済み部屋を呼び込み（部屋名をクリック）して

1. 梁メンバーのなかの をクリッ

ク指定し設置する梁を選択します。 

2. 図面の X1 通り（壁芯線）近くにマウスを移

動すれば左図のように壁芯線が赤色表示さ

れ反応します。 

3. 赤色表示している時にクリックすると左下

図のように梁側面線と梁中央線がマウス移

動に追随して青線表示されます。 

4. 左下右図のように、梁の外側面と壁躯体外面

が近づくと梁外面線が赤色表示に変わりま

す。この時点でクリックして梁設置位置を決

定します。 

 

注）梁は壁中央か側面に一致させ設定します。 



個々部屋を するか により複数の部屋を指定しまとめて選択部屋を

再計算する方法があります。 

 

 

*前室を再計算した図です。平面上に部屋内に梁が見える場合梁ラインは赤線で実線表示され、部屋から

見えない梁は破線赤線で表示されます。上右図は Y1 通りの壁断面を立面表示した図です。 

 

ここまでの学習を終了したら、画面右上の×で意匠積算の拾い部を終了しメインメニューに戻ります。

更にメインメニューの右上×で PaveFN を一旦終了します。終了時にデータを保存するかのメッセージ

に対しては保存するで終了してください。特別な理由がない限り、保存場所は PaveFN が示すデフォル

トフォルダに保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 外装入門編 
 

PaveFN （内装編）の続編です。初心者の人が PaveFN でどのような流れ外装部が求められるのかを簡

単に理解していただけるよう作成しました。内装編と同じように本文では PaveFN が備える多くの機能

説明を可能な限りカットしています。替わりに PaveFN の入力手順が淡々と記述されます。練習される

方は説明される順番通りに、あたかも動作をコピーするように、本マニュアルを真似て入力を進めてく

ださい。 

 



PaveFN を外部の積算で使用する人は必ずこのマニュアルで説明される入力手順を一回は学習してくだ

さい。そのことで芯線組を利用した PaveFN の内部と外部の関係が理解できると思います。 

 

ここでは PaveFN 入門マニュアル（内装編）で作成されたデータを使用します。まだ、内装編マニュア

ルでデータ入力されていない人はこのマニュアルを利用する前に内装編の解説にそって入力を完了して

おいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PaveFN を起動します。メインメニューから下図のようにファイルをクリックします。更に履歴物件一

覧から「内装入門」を呼び出します。履歴物件が表示されない場合は「開く」から順に作業を進めて「内

装物件」という物件データを呼び込みます。 

 

次に、メインメニュー内の ボタン（上では見えない）をクリックして仕上表を開きま



す。仕上表を開いた直後の画面は下のようになっています。 

 

部位は【内部】で、すでに■前室と■事務室の積算が終わっていることが分かります。 

この仕上表で外部（外装）拾いを PaveFN で行うための外部材仕上げを作成します。 

 

外壁部の仕上は下のようになっていると想定します。 

部位 名称 仕様 単位 工種 

外壁 吹付タイル  ｍ2 塗装 

 高圧洗浄  ｍ2 塗装 

     

     

 

 

 

A. 外壁の仕上表を作成する 

 

1. 【外部】タブをクリック選択します。 

2. のチェックを確認します。 

3. 場所名に「外壁」と入力[Enter]を押します。 



4. FL-SL、C.H.（天井高）および腰壁は[Enter]でゼロ 0 設定します。注 1 参照 

5. 部位を壁[F3]に設定します。 

6. 内部壁と同じ要領で外壁面に面する*RC 壁/180/という*ﾍｯﾀﾞｰを付け（名称を合致させ）上記の通り

入力設定します。注 2 参照 

注1 外壁高は【物件概要】で入力された 3.00ｍが初期値として適用されます。 

注2 外部は*RC 壁/180/と*RC 柱で面が構成されています。*RC 柱も忘れないように入力します。 

 

上のように入力したら ボタンをクリックして外壁を登録します。最後に右上の【×】で仕上表

画面を閉じてメインメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニューで をクリックます。 

 

下が PaveFN 入門マニュアル（内装編）で完成された芯線組の図（梁除く）です。 

 



 

 

この入門マニュアル（外装編）では最初に外壁と柱面の仕上数量を求めます。その後、バルコニーおよ

びパラペット（屋根含む）の説明を行います。 

 

 

 

 

 

 

B. 外壁の数量を求める 

 



 

 

 

 

 

注1 一度芯線組で利用された壁紙は上記 2.の要領で、一覧に表示されている壁紙を直接クリックする

ことで対象壁紙を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

芯線組が表示されたら以下の手順で外部数量を求めます。 

1. 「外壁」をクリックして、図面内で芯線フレーム外の壁寄りポイントをクリックします。 

意匠積算の画面が表示されたら下の手順で壁紙を呼び込み芯

線組を表示します。 

 

1. 外部タブをクリックします。 

2. PaveFN 内装入門図.JPG をクリックします。注 1 参照 

3. 芯線組の○Yes を選択します。 

4. 画面右側には下の芯線組データが表示されます。 

5. と を確認します。 

 

 



 

2. 上図のように、外壁フレームに緑の線が引かれ、同時に積算結果が表示されます。 

 

最後に で外壁の結果を登録します。その後、画面右上の【×】で意匠積算の画面を閉

じてメインメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C. バルコニー（パラペット）などを積算する 

 

作業の流れは①メインメニューから仕上表に入ります。そこで②バルコニー積算に必要な材料を登録し

ます。その後、再び③意匠積算の画面に戻りバルコニー芯線（手摺芯線）を作成します。このような手



順を踏んだ後は④ワンクリックでバルコニー数量を求めることができます。パラペット・屋根も同様の

手順で積算します。 

メインメニューで をクリックした後、外部タブをクリックし、更に外部場所内の

をクリック選択すると下の様な画面になります。 

 

対象図面で仕上表作成に必要なバルコニー躯体サイズは以下のようであると想定します。 

1. バルコニーの床厚みは 0.15ｍである。 

2. バルコニーの手摺外面部の高さは 1.2m である。 

3. バルコニーの手摺壁厚は 0.15m である。 

 

以上の３項目がバルコニー仕上作成時に入力を要求されます。 

 

次に PaveFN により自動発生するバルコニーの*小部位ヘッダー下に各々必要材料を入力します。材料入

力中は適応する場所が下のように赤で強調表示されます。 

1. ここを選択します。 

2. 名称は初期値でバルコニーが設定されるいますが、必要

に応じ「東面バルコニー」あるいは「バルコニー1」な

どと変更してもかまいません。 

3. 上記バルコニーサイズを順次入力[Enter]を押します。 

4. 最後の d-手摺壁厚 0.15 を入力後、材料登録に進みます。 

 



 

バルコニーの仕上作成は自動作成される*小部位ヘッダー内に材料を記入するという点で、部屋などの仕

上作成手順と異なります。バルコニーで PaveFN が自動発生する*ヘッダーと想定材料を下に一覧でまと

めておきます。 

 

部位 *小部位ヘッダー 名称 仕様 単位 工種 

床 *A-床 ウレタン防水  ｍ2 防水 

〃 *B-上げ裏 リシン吹付  ｍ2 塗装 

巾木 *C-内側壁巾木   ｍ  

〃 *D-排水溝 モルタル補修  ｍ 左官 

〃 *E-手摺上役物   ｍ  

〃 *F-手摺下役物   ｍ  

〃 *G-手摺出隅役物 H   ｍ  

〃 *H-手摺天端 クラック補修  ｍ 左官 

壁 *I-内側壁 トップコート  ｍ2 塗装 

〃 *J-外側壁 吹付タイル  ｍ2 塗装 

 

 

下が実際の入力例です。 



 

*B-上げ裏のセットが完成（↑）した後,巾木[F2]を入力（あるいはマウスクリック）します。 

 

上記のように適用材料がない場所は[Enter]のみ入力し作業を進めます。*H-手摺天端のクラック補修セ

ットを完成後壁[F3]で壁部の入力を行います。 

 

最後に で の仕上を登録します。 

 

パラペットも同じように入力しますが、ここではその入力説明は省略します。 

[×]ボタンで仕上表画面を閉じメインメニューに戻ります。その後、 をクリックし意

匠積算を開き、芯線組機能を利用してバルコニーの手摺芯線を作成します。最後に、芯線組の○部屋を

使いこれまでと同じようにワンクリックでここに記述したバルコニーの必要材料を積算します。 

 

 

D. 芯線組でバルコニー手摺壁を作成後、積算する。 

1. 意匠積算画面で外部[1]のタブをクリック。 

2. PaveFN 内装入門.JPG をクリック。 

3. 芯線組の を選択。 



4. 更に、 にチェックを入れる。 

以上の手順で下のような画面構成になります。 

 

 

注）壁種欄には仕上表の手摺厚をから*手摺/150/という壁種が自動で作成されます。 

E. 手摺壁の芯線作成 

下方向に持ち出すバルコニー芯線を作成する。柱面からバルコニー芯線までの持ち出し値（逃げ値）は

1.535 である。この は以下の事実から求められる。 

外壁芯線からバルコニー手摺芯線まで 1.700 と記述されている。また外壁壁厚みは 180mm であり(半分

は 0.090)、更に手摺壁厚みは 150mm である(半分は 0.075)。 

以上の事実から 1.700-0.090-0.075=1.535 が柱面から手摺壁芯線までの逃げ値となる。 



 

第２手摺芯線作成 

手摺芯線←→間の長さは 8.730=4.100+4.600+0.015*2 である。0.015*2 は芯寄値。 

 

第 1 芯線と同じ方法でマウス表示数値が 8.730 付近の時にマウス右ボタンをクリックして近隣値表示。

同 をクリックして第２芯線のエンドを決定します。 

 

柱面で閉じる第３の手摺芯線（クローズ線）作成 

【間違い例】最後の芯線を引くためマウスを柱面に近付けると数値が と反転表示されます。この状

態でマウスをクリックすれば 機能が働いて線は柱交点（柱右下コーナー点）で自動端

点処理を行い、結果として斜め線が引かれることになります。 

第１芯線作成手順 

1. に設定 

2. を設定 

3. 柱線、←壁寄りでクリック 

4. 芯線自動発生（赤色） 

5. -1.535 付近表示時にマウス右ボタ

ンクリック 

6. 近隣計測値が表示される 

7. 間違ったら再度右ボタンクリック

で位置修正 

8. 表示近隣値の をクリック

（左ボタン） 

9. 第一の芯線が決定される 

 

 

 



 

↑悪い例 機能が働いている 

【正しい閉じ方】ではこのような場合はどのように手段でまっすぐ上に伸びる芯線で最後の線を閉じる

ことができるのでしょう。以下の手順に従います。 

1. のチェックをはずし自動端点処理機能を OFF にします。その後マウスを柱面に近

付けるとマウス横の数値は反転表示でない と表示されます。 

2. この時点でクリックすることで手摺芯線は柱面に垂直に引かれバルコニー芯線を閉じることができ

ます。 

 

↑正しい例 が機能しない 

【マウス横に表示される値から自動端点処理を見分け方のまとめ】 

■マウス横の数値 がとこのように赤反転表示されている時は一番近い芯線交点に線分終点がそろ

えられます。このようなケースでは要注意です。もし間違って作業を続行した場合は[ESC]で線分作成を

ひとつ前に戻しやり直します。 

■マウス横の数値が のように単に赤色表示の場合は近隣線分に作成中の線分エンドを接着し連続

線を終了します。 

 

マウス横に表示される数値色の意味は内装編あるいは実践編を参照してください。 

 

 

F. 手摺壁芯線を命名して、最後にバルコニーを積算する 

線種決定手順 

1. のように○線種にチェックを入れて、更に□全空線にチェックを入れます。 

2. 壁種欄に表示される をクリック指定します。 

下は手摺壁を*手摺/150/という線名にした後の色線図です。 



 

バルコニーの積算数量を求める。 

芯線組 にチェックを入れて、 を選択します。その後、図面バルコニー中央付近でマウス

をクリックします。結果が表示されます。 

 

注）計算直後の平面枠は の上裏にチェックが入り、上裏面積を示す枠が優先表示され

ます。バルコニー床を確認したい時は■上裏のチェックをはずます。 

下は求められたバルコニー各部位の積算結果例です 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

G. パラペット・屋根の積算 

パラペットと屋根は一体であるという考え方で PaveFN はプログラムされています。即ちパラペットに

囲まれる平面枠を屋根面積と考え面積を計上します。またパラペットの枠が外壁面から持ち出す部分が

あった場合、パラペット枠－外壁面枠＝上げ裏面積と考え、そのような部分が発生した場合は上げ裏面

積を計上します。これは庇の上げ裏に当たる部分です。このように外壁ﾌﾚｰﾑを参照するという理由から

パラペットの積算結果を得るには外壁面の計算（外装計算）が済んでいなければなりません。 

 

パラペットを計算する作業はバルコニーで行った入力手順とほぼ同じ作業を行います。 

1. 仕上表で PaveFN の自動発生する*小部位ヘッダーに対し必要材料を記入する。 

2. 意匠積算でパラペット壁厚の芯線を作成・パラペット枠内でマウスクリックする。 



大きな作業の流れは以上の２つになります。 

 

この入門マニュアルではパラペット材料の入力説明は行いませんので、練習される方は独自にパラペッ

ト積算材料を想定して作業されてください。 

 

このマニュアルではパラペット芯線を作成する部分のみ解説します。解説で使用するパラペットの躯体

サイズは下図のように想定しています。練習される方はこの部分だけは同サイズで登録してください。 

 

共通仕上表で にチェックを入れた画面です。 

解説されるパラペット躯体サイズは下の通りです（単位=メートル） 

a-庇厚さ=0.150 b-ﾊﾟﾗﾍﾟ外高=1.200 d-天端幅=0.300 

e-見付高=0.120 f-ﾊﾟﾗﾍﾟ壁巾=0.120  

 

H. パラペット芯線の作成方法 

メインメニューから【意匠積算】をクリックします。【外部】タブをクリックし、次に芯線組を使える状

態 にチェックを入れます。最後に にチェックを入れます。下図はその直

後の図面で にチェックを入れた状態で表示しています。 

重要なことは下図の青線枠が処理済みの外壁面として表示されているということです。このように外壁

面が処理された後でのみパラペット芯線の作成作業を行えるということです。 



B=0.09 
C=0.06 

D=0.075 

 

パラペット芯線作成作業手順 

ここではパラペット芯線が図面のバルコニー（↓）と廊下（↑）まで持ち出していると想定し解説しま

す。図面の赤矢印部がこれから設定するパラペット芯線枠です。A、B ポイントとも芯線は外壁面から

60mm 内側に寄っています。これはパラペット壁巾を 120mm と設定したからです（外壁面とパラペッ

ト壁面をそろえるという想定です）。 

1. 表示される外壁枠（青色線）を利用してパラペット芯線を作成します。 

2. のように Zoom 枠を-60（120 厚の半分）と入力して、 ボタンをクリッ

クし外壁枠を 60mm 縮小します。注）単位は mm でプラス入力は拡大になります。 

3. この縮小された枠で上記 A,B のパラペット芯線縦ラインは確定したことになります。 

4. 次の作業は上下の横ラインをバルコニーおよび廊下まで引き延ばす作業です。 

5. この作業はいままで練習してきた芯線組の 機能を利用して行います。 

6. 作業は①外壁ラインを Zoom（拡大・縮小）し基本ライン自動作成、②同ラインを変形させていく作

業手順となります。 

7. バルコニー側へ下線部分を持ち出してみます。この基本ラインからいくら持ち出せばバルコニー手摺

外面と一致するのかという計算をします。 

 

Y1 

 

 

 

 

Y0 

A B 

赤線  の長さ（PaveFN 設定長）を求める 

外壁ライン 

60mmZoom 縮小基本ライン 

バルコニー壁ライン 

X=A-(B-C)+D-0.06 で求めることができる 

注）式最後の 0.06 はパラペット壁厚の半分 

即ち 

1.685=1.700-(0.09-0.06)+0.075-0.06 となる 

A=1.700 



 

 

 

 

 

 

8. X2 通り付近までマウスを横移動してマウス横の表示数値が近隣にない場合の 表示から近隣を

示す という緑色表示に変わった時クリックで第二線を決定します。 

9. 左側基本ライン近くに移動しの時にクリックし持ち出しライン始点を決めます。 

10. 最後の閉じるラインはマウス移動中 の反応を示した時にクリックします。注）近くに

通り交点があるため●反応しない時にクリック決定します。 

 

同様に廊下側のパラペット持ち出し線も作成してみてください。持ち出し値は 1.485 です。 

 

 

I. パラペット芯線を命名する 

次にパラペット芯線を命名します。命名の方法は下の手順に従います。 

第 2 持ち出し線設定手順 

1. 計算された 1.685ｍ持ち出したラインを基本線に追加するた

めに基本ラインのバルコニー側水平ラインを黄色反応時にク

リックします。 

2. その後マウスを左側基本ライン近くに移動し 表示時に

クリック、持ち出しライン始点を決めます。（左上の図） 

3. マウスを下移動し、マウス横表示が 1.680 付近でマウス右ボ

タンをクリックして近隣計測値を表示します。 

4. 近隣表示値内の をクリックし第 1 持ち出し線を決めま

す。 



 

1. にチェックを入れて をクリックする。上図のようになります。 

2. 横に余分な線が残っていますので、同線を空線(No Name)化します。 

3. 除きたい 2 つの線分近くでマウスをクリック して 2 本とも赤線にします。 

4. その後、壁種欄の をクリックして細い緑線（No Name の状態）にします。 

5. 最後に をクリックすると*空線除去機能が働き空線（No Name）を除去できます。

除去時前のメッセージは下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

J. 最後にパラペット・屋根・上げ裏を計算する 

1. にチェックを入れます。 

2. をクリック指定します。 

3. 最後に図面上でパラペットフレーム内部をクリックします。 

4. 積算結果を確認後 をクリックします。 

 

パラペット計算が終わった直後の画面です。 

 

バルコニーと同様に積算結果が下段に表示されます。積算結果でバルコニーと異なる点はパラペットが

外壁面フレームより外に張り出していた場合のみ上裏（軒下）数量が計上されるということです。同部

分の確認はバルコニーと同じように にチェックを入れると同面積部を図面上で確認

できます。 

 

ここで「内装・外装導入編」の解説を終了します。 

 

 

 

 



第 3 章 実践編 
 

PaveFN の本マニュアル部です。この部分は導入編（内装・外装）を履修し終えた方のために書きまし

た。ここで使用する図面は「PaveFN 入門図.jpg」より少々複雑な「フロッグハウス.jpg」です。「内装編」

「外装編」で PaveFN を十分理解した人はこの図面ではなく実際の物件を jpg 化して学習されてもかま

わないと考えますが復讐の意味で「フロッグハウス」で練習されることをお勧めいたします。 

 

実践編もくじ 

 

1. 起動画面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page1 

2. 物件概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page2 

3. 建具開口  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page3 

4. 仕上表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page4 

5. 意匠積算（芯線組） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page13 

6. 意匠積算（非芯線組） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page39 

7. 計算式入力  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page53 

8. 雑部入力  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page57 

9. V.E.   ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page60 

10. 結果集計  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page62 

11. PaveFN その他の機能説明 

◆壁紙 Adj（壁紙調整）に関連する説明    Page64 

◆入力図面のズームアップとダウンの方法    Page66 

◆表示線に好みの色を付ける方法     Page67 

◆計算根拠を印刷する方法     Page68 

◆仕上表での各種機能まとめ     Page69 

◆復習も込めて梁を設定してみる     Page71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1-A 起動画面                                      Page.1 

A. 起動画面（メインメニュー） 

 

1. メインメニューに【物件概要】から【結果集計】まで 5 つのボタンが配置されています。 

2. このマニュアルでは【物件概要】→【建具開口】→【仕上表】→【意匠積算】→【結果集計】の順に

入力の説明を進めます。 

3. 本マニュアルで拾う部屋数は 3 部屋程度とします。マニュアル終了まで 2 時間程度で PaveFN の基

本操作をマスターできるようイメージして書かれています。 

4. 例えば、【物件概要】=10 分、【建具開口】＝10 分、【仕上表】に 30 分かけて、その後、このマニュ

アルで大きく説明を割く【意匠積算】に 60 分位、【結果集計】は結果確認と内訳書への連動部ですの

で確認程度に練習の余り時間を利用します。 

5. 左端のボタン は結果データを内訳書レベルで統合する機能を持ちます。 

 

上の目安時間を効率よく使うために PaveFN 起動前に以下の図面（あるいは電子図面.JPG）を揃えてお

いてください。 

作業ボタン 用意する図面 作業ボタン 備考 

物件概要 物件名などの基本情報図面 概要入力 紙図面 

建具開口 建具リスト 建具リスト入力 紙図面 

仕上表 共通仕上表 部屋毎に作成 紙図面 

意匠積算 意匠平面詳細図 部屋形状入力 紙図面か JPG 図 

結果集計 × 結果確認  

注１. 電子図面.JPG は設計図面の電子データです。色々な方法でこのデータを作成することが可能で

すが、この JGP データ作成方法はここでは取り扱いません。 

注２. このマニュアル内で利用する JPG 用に「フロッグハウス」がサンプルとしてあるので独自の図

面.JPG が揃えられない人は同データをご利用ください。 

注３. 講師によるクラス講習では質疑を含みプラス１時間（３時間程度）が目安になります。 
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B.物件概要（時間目標 10 分） 

 

1. メインメニューで左上のファイル（F）をクリックします。 

2. 作業項目が表示されるので上のように新規作成をクリックします。 

*作成保存済みの物件を開くときは過去の履歴から対象物件を選択します。 

 

新規作成をクリックしたら【物件概要】ボタンを押します。下の入力画面が開きます。 

 

1. 入力必須項目は①物件名と②階数および③階高です。他の項目は上記のように未入力でも構いません。

上図のように入力してください。 

2. 階数は最低 1 階を入力してください。 

3. 階高は SL-SL 間を m(メートル)単位で入力します。PaveFN は天井裏の懐 H を自動処理します。図

面通りの構造高さ（SL-SL 高）を入力してください。 

4. 最後に右上の【×】で画面を閉じメインメニューに戻ります。 
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C.建具開口（時間目標 10 分） 

 

1. メインメニューで【建具開口】ボタンをクリックすれば建具入力画面が開きます。 

2. 準備した建具リスト図面より建具形状とサイズを登録します。 

 

 

1. 形の欄に上図の建具形状と同じ形状の番号を入力します。PaveFNVer3.**では 1 以外の建具形状(方

形建具以外)は対応していないため必ず 1 を選択・入力します。 

2. 建具名称欄に名称を入力します。よくAW-1のように設計図では表記されますがハイフンなしのAW1

という風な簡単入力をお勧めします。（文字数の省力化） 

3. ＜ヒント＞ほとんどの図面は英数半角大文字で記されているので [Shift+Caps]で大文字ロックして

作業を進めましょう。 

4. 建具のサイズを入力する欄は a から e まで用意されています。この a,b,c～は建具形状と一致する所

のサイズを示します。PaveFN では a（建具 W）と b 欄(建具 H)しか使用しません。 

5. 練習では掃出建具とか腰有建具、鋼製建具、木製建具など異なるタイプの建具などを入力してくださ

い。 

6. 建具入力が終わったら、右上の【×】でこの画面を閉じメインメニューに戻ります。 

 

注１. 必要な建具はいつでもこの画面に戻って追加できるし、拾いの最中でも別の建具入力画面が用意

されているのでそこで建具リスト追加も可能です。 

注２. 建具は□（四角）建具のみ対応です。異形は分割入力します。また PaveJS などの建具データを

利用し、異形建具があった場合は四角建具に自動修正されます。 
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D.仕上表（時間目標は 30 分間で 3 部屋の仕上表作成） 

 

メインメニューの【仕上表】ボタンで部屋仕上表の入力・確認画面が表示されます。 

 

   

 

左上は「部屋基本項目入力欄」で、右上が「マスター材料表示・選択欄」です。下は「部屋材料入力欄」

です。各部位（床-巾木～雑）はタブ形式で材料入力欄の上に表示されます。 

 

 

 

 

 



1.D 仕上表                                         Page.5 

＜このページ以降はケンブリアの参考図面「フロッグハウス」を例に説明します。＞ 

1. 部屋基本項目の入力 

 

2. 部屋材料の入力方法 

 

内部の部屋（廊下）の床材料入力が完成した例です。 

1. 上記例のように「名称」欄に＜長尺シート貼り＞と入力し[Enter]を押します。 

2. 「仕様」欄に半角で T=20 と入力します。最後に[Enter] 

3. 「単位」および「工種」はキーボードの↑↓キーを使い選択後[Enter]を押します。 

4. 下地の＜モルタル押エ＞も同様に入力してください。 

5. モルタルの「工種」左官、決定後[Enter]でカーソルがモルタル下の名称欄に移動。 

6. ここ（名称空欄の状態）で、仕上げセットを確定するために、必ず[Enter]を入力してください。自

動的に 1 セットの終わりを示す「↑」マークが表示されます。 

7. PaveFN の重要な約束事は 1 セットは必ず[Enter]=「↑」で区切られるということです。 

 

 

下に画面左に表示される①部屋基本項目の説明を記します。 

・［全データ保存］でいつでも現状データを保存できます。 

・「新規マスター」は後で任意マスター名を付け保存できます。 

・[登録]ボタンは部屋毎に入力項目を登録・確定します。 

個別の部屋情報は欄下部で入力します。 

1. ＜廊下＞と入力・確定後に[Enter]を押します。 

2. FL-SL は FL(床仕上天)-SL(躯体仕上天)を m 単位で入力

します。FL マイナス SL の差であるため大抵はプラスか

ゼロ入力になります。 

3. CH は天井高です。 

4. 腰壁高は入力部屋に腰壁があった場合に入力します。 

5. 「部位毎～」などのチェックボックス各欄は作業を効率的

に行うために使用します。 
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床部で仕上表の基本的な入力方法を説明しました。「巾木」「壁」「天井」および「雑」部は PaveFN によ

り細分化された項目が規定されおりこれらを中部位と呼びます。壁の中部位は下のように【RC 壁・柱・

梁】と【2 次壁】があります。下は部位「壁」での入力例です。 

 

*LGS などの小部位ヘッダーについての説明 

部位「壁」では PaveFN が中部位【RC 壁・柱・梁】と【2 次壁】を規定しています。材料は上記のよう

に入力されます。注目しなければならない点は中部位の下に必ず小部位を作成しなければならない点で

す。例のように、【RC 壁・柱・梁】の下で更に「*RC 壁/180/」というセットと「*RC 柱」というセット

に分けて入力する点が重要な約束事です。 

部屋から壁をみればコンクリート壁があり LGS、更には、耐火、木軸など数種の軸材で壁が構成されて

います。異なる軸材には異なる構成の仕上材セットが発生するため部屋状況に応じて中部位【1 次壁】の

下で更にユーザが細分化し材料セットを入力しなければなりません。上記例のようにこの細分化する

*RC 壁,*RC 柱あるいは【2 次壁】の*LGS などの表現を PaveFN では小部位ヘッダーと呼びます。 

小部位ヘッダーの作り方 

名称欄でカーソルが点滅している時に[Ctrl]+[→]を入力します。下図のように壁種を選択できる既定壁種

一覧が黄色で表示されます。設定したい壁種あるいは柱などを[←][→]キーで選択[Enter]で決定します。

選択された壁種が名称欄にコピーされますので、続けで壁の場合/90/という風に厚みを明示します。厚み

明示は英数半角で入力してください。 

 

入力例のように壁では必ず小部位ヘッダー明示後に材料セット（レイヤー）を作成してください。【2 次

壁】中部位内で*LGS や*耐火のセット、*木軸の材料セットが混在するのはごく当たり前のことですから

各部屋の設計図通り壁種セットを記述ます。 

壁は特定部屋で全壁種を記入後、残り全部屋へ部材コピーすると簡単に作成可能！  
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小部位ヘッダー必須部位と使用可能部位とそのケース説明一覧 

PaveFN が規定する[大部位→中部位]と*小部位ヘッダーの意味をまとめると下のようになります。小部

位作成時に使用できる単語（キーワード）とその意味を表でまとめます。 

大部位 中部位 *小部位(ﾕｰｻﾞ) 意味 備考 

【床】 × × × × 

【巾木】 【RC 壁】 *腰見切 腰壁見切長さに材料自動

適用 

▲ 

【壁】 【RC 壁・柱・梁】 *RC 壁/180/ 

*RC 柱、*RC 梁 

コンクリート系部位 ● 

  *RC 壁/180/腰 上記と組み合わせて腰壁

部を意味 

▲腰壁材 

 【2 次壁】 *LGS/65/ 名称通り*LGS 面の材料

セット 

●半角 

  *木軸 〃 ● 

  *耐火 〃 ● 

   ↓ ↓ ↓ 

  *他 〃 ● 

  下は組合せ例   

  *LGS/65/腰 *LGS 面の腰壁部の材料

を示す 

▲腰壁材 

【天井】 【天井・廻縁】 ×  × 

【雑】 【雑・出隅‥】 ×  × 

必要に応じヘッダー表現を自由に入力することも可能です。例えば、*LGS/65/という表現であり

*LGS/100/腰という表現も使用可能であるということです。また芯線組機能を利用される方は必ず対象壁

の後ろに/100/という表現で同壁の厚さを明記しなければなりません。/100/（ｽﾗｯｼｭ厚みｽﾗｯｼｭ）は必ず半

角英数文字で記入します。ただし小部位ヘッダーで「*鉄骨壁貼部」のような表現は不可です。このよう

な場合は規定されている小部位の壁名から始め「*他-鉄骨壁貼部」という表現をします。 

また軸関連で耐火壁ｼｰﾘﾝｸﾞ枠を拾いたい場合は*小部位ﾍｯﾀﾞｰの記入規則があります。詳しくは「軸組み

関連」Page41～をお読みください。 

 

PaveFN の重要な規定約束のため再度繰り返します。上表内で備考欄の×マークは小部位ヘッダーが不

要な部位であり、▲マークは必要に応じ小部位ヘッダーを使用できるところです。そして●マークは必

ず小部位ヘッダーから始めなければならない部位を示します。 
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一般的外装部仕上表作成要領 

外部仕上は から[外部］タブを選択し必要材料を登録します。

PaveFN ver3.0 から外部バルコニーは特殊な処理が可能になりより簡単に積算できるようになりました。

外装とﾊﾞﾙｺﾆｰやﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄなど入力リストを備える部位の使用法を説明します。 

 

［外部］タブを選択すれば下のように部位指定ができるラジオボタンが表示されます。 

 

 

一般的な外部の仕上表の入力は にチェックを入れます。そのことで部屋名欄に

と表示されます。必要に応じ表現を、例えば「外壁 1」などと変更してください。

の入力数値は PaveFN が自動的に物件概要で入力されたデー

タを基に決定するので上のように 0.000 入力します。あるいは[Enter]キーを入力します。 で入

力される値は内装部屋と同じような自動計算を発生しますので必要に応じて値を入力してください。 

 

外部屋根をどのように入力処理するかの件ですが PaveFN ではﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ入力時に*屋根という小部位ヘッ

ダーを自動発生させﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ内で屋根床の処理あるいは防水押えコンクリートなどの処理ができるため

こ こ で は 単 に 立 面 外 壁 面 の こ と の み 考 慮 し て く だ さ い 。 必 要 に 応 じ て

の各部位に材料を登録されても構いませんし入力される材料は内

部部屋と同様の処理を PaveFN は行い数量を計上します。 

 

このように外部外壁面の入力では中部位壁[F3]での材料登録が中心となります。この際重要なことは内部

部屋で使用した外壁に面した壁あるいは柱との*小部位ヘッダー名と合致させるということです。例えば、

内部部屋の仕上表を作成した時に*RC 壁/180/というヘッダーが作成してあったとすれば、ここ外装部の

壁[F3]での*小部位ヘッダーも同様に*RC 壁/180/として内部・外部壁名を照合させたところで外部仕上材

料セットを入力・作成するということになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般的な外装は○外壁面にチェックを入れます。 

・ﾊﾞﾙｺﾆｰあるいはﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄの材料を入力する場合はそれぞれのボ

タンにチェックを付けた後入力作業を行います。 
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バルコニーおよびパラペットなどの仕上表作成要領 

これら部位は仕上表に専用の入力リストが用意されているのでそれを利用して材料登録を進めていきま

す。ここではバルコニーの入力リストを例に説明します。パラペットの仕上げはここでの使用法と同様

に入力を進めます。 

 

画面左上の外部場所で○廊下・ﾊﾞﾙｺﾆｰ・庇にチェックを入れます。と同時に一般的なバルコニーの断面・

立面図が表示されます。PaveFN では上に示すようにﾊﾞﾙｺﾆｰでは[A]から[J]までの 10 か所が一般的に材

料数量を積算計上すべき個所であると規定しています。 

 

部屋名欄に「バルコニー」とデフォルト表示されますが必要ならば同名称を変更してください。その後

上図で赤色表示説明される場所を参考に適切な値を「a-床厚さ(m)」～「d-手摺壁厚(m)」まで入力します。 

 

材料登録の欄では順次小部位ヘッダーが表示されるので必要な個所で同材料を入力します。通常の部位

材料登録と同じように最後は「↑」で材料セットを完成してください。 

全ての材料を登録したら ボタンでバルコニーを登録します。異なるパタンのバルコニーあるい

は廊下が存在する場合は部屋名に「バルコニー１」「バルコニー２」あるいは「廊下」というように部屋

名を変えて登録します。 

 

床では という*小部位ヘッダーが自動発生します。以下順に巾木・壁で自動発生する*小

部位ヘッダーを明示します。 

巾木＞  

壁では の２つの小部位ヘッダーが発生します。 
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パラペットの入力リストと自動発生小部位ヘッダー 

下にパラペットのリスト入力図を示しておきます。 

 

下は「床」→「巾木」→「壁」で自動発生する小部位ヘッダーです。 
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断熱材の材料作成要領と 2 次壁同軸に関して 

断熱材の仕上 

PaveFN では断熱材（ウレタンなど）の数量を簡単に求めることが可能です。以下でその手順を説明し

ます。 

1. 共通仕上げ表で タブを選択し断熱材の登録を行います。 

 

2. 断熱材を施工する部位に、通常の部屋材登録と同じ要領で材料を登録します。下は壁の例です。外壁

面に沿う壁および必要であれば折り返し壁にもこの登録された材料が適用されます。また床面・天井

にも断熱施工が必要な場合は同部位で材料を登録しておいてください。 

 

 

同軸 2 次壁と開口補強に関して 

PaveFN は同軸壁（2 次壁）を自動計算します。自動計算された数量を計上する材料名称・仕様名称は

PaveFN が規定表現として材料名を自動発生するため、同軸壁拾い用に特別な材料名称を登録する必要

はありません。同軸壁に関して PaveFN の自動計算部は壁本体の面積と開口補強を算出します。下は自

動計算される同軸壁の図例であり、自動計上される開口補強材料の式例です。 

 

 

 

 

 

 

部屋名は左のように例えば「断熱関連」などとします。 

FL-SL、C.H.および腰壁などの高さは PaveFN が物件の構

造高さなどを利用し算出するため 0（ゼロ）入力とします。 
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仕上表まとめ 

各々の材料セットを入力[Enter]でセット確定すれば、画面右側の「マスター材料表示・選択欄」に PaveFN

は勝手に単一材料と複合セット材料に分けて材料マスターデータを作成・表示します。別の部屋で同じ

単一材料あるいは複合セット材料の入力が必要になった場合は再入力の必要はなく、このマスター表示

欄から（マウスあるいはキーボードで）選択し入力できます。マスター材料への自動フィードバック登

録は[Enter]入力時に発生します。 

 

部屋間で全部位材料のコピーあるいは特定部位材（例えば、壁仕上げのみ）のコピーも可能であり、よ

り効率的な入力もできます。また、設計変更などによる材料関係の V.E.に対応できるようになっていま

す。積算後の材料表現を簡単に変更できるということです。 

 

ひとつの部屋で各部位の材料を入力し終えたら画面左上の【登録】ボタンをクリックして部屋と材料を

正式に登録してください。 

 

3 つほどの部屋仕上表を完成させたら画面右上の×で仕上表の画面を閉じてメインメニューに戻ります。 

 

マスタ名称が上のように「新規マスタ」であればこの仕上表画面を閉じる時に入力済みの材料（単一・

複合）を特殊なマスター名で保存・管理するか聞いてきます。例えば、「研修施設タイプ」という表現で

保存してください。「研修室タイプ」+[Enter]でマスター保存を行いメインメニューに戻ります。保存さ

れたマスター材は以降の別物件でも利用可能です。 

 

 

 

 

・全部位材 1 画面確認可能チェックボックス 

・部屋毎に入力データを登録保存ボタン（必須） 

・部屋間の部位別材料コピー機能 

・部屋間の部位毎同一材料確認機能 

・材料表現が変更になった時使用する機能（一括変更機能） 

・部屋間の全部位材料コピーは部屋間ﾄﾞﾗｯｸﾞﾄﾞﾛｯﾌﾟで可能 

などなど 
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E.意匠積算（時間目標 60 分間） 

今までの作業は実際の拾いを行う前準備といえます。この【意匠積算】の作業こそがこれまでの入力デ

ータと部屋をリンクさせて数量結果を出す中核ステップです。 

 

メインメニューで【意匠積算】をクリックすると下図の画面が開きます。 

 

この画面で部屋形状を作成し、壁種割当てを行い、建具を配置して最後に部屋毎の積算数量を求めてい

きます。部屋形状を図形化する方法は 2 つあります。ひとつは図面を壁紙化（JPG データ）して、下敷

きのように画面に置いて、マウスで部屋形状を写しとる「写し絵」法です。ふたつ目は図面壁紙なしの

場合での入力方法です。これはキーボードから寸法を入力し部屋形状をグラフィック的に表現する方法

です。 

 

このマニュアルではひとつ目の壁紙を利用「写し絵」法のみを説明します。更に、この「写し絵」法に

は Ver3.**より２つの方法が用意されます。ここでは新機能である「芯線組」を優先的に説明します。そ

の後、芯線組と無関係に独自に部屋形状を作成する旧来(Ver.2.**)の方法を説明します。 
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PaveFN で使用する壁紙を物件フォルダーにコピーする 

PaveFN の中心機能は芯線組です。芯線組は背景壁紙を利用しながら積算を進めていきます。この背景

壁紙は積算中の物件フォルダ内に JPG（ジェイペグ）形式で保存されているファイルが利用できます。

下で対象壁紙を物件フォルダへコピーする方法を説明します。この作業は PaveFNの機能を利用して行え

ます。 にチェックを入れると下のように画面表示が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

作業手順 

 

① 使用する壁紙をあらかじめJPEGファイルに変更して自身のパ

ソコン内のどこかに置いておきます。 

② にチェックを入れます。 

③ 必要な画像ファイルがあるフォルダまでクリックして開きま

す。 

④ 同フォルダ内の.jpg 拡張子をもったファイルが黄色部分に表

示されます。 

⑤ 対象物件で使用したい JPEG ファイルを黄色表示欄で選び、ク

リック指定します（青色反転表示）。 をクリ

ックして指定ファイルを現物件フォルダ内に取込ます。 

⑥ 参考として画面左下に示すように現在物件フォルダ内に存在

する（使用できる）JPEG ファイル一覧が表示されます。 

 

注）思うように JPEG 画像が表示されない場合は画像ファイル名

を変更してみてください。例えば画像ファイル名に*（ｱｽﾀﾘｽｸ）と

か＿（ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰ）とか―（ﾊｲﾌﾝ）とか含まれていたらそれらを取り

除きファイル名を変更してください。特に＿（ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰ）とか―（ﾊ

ｲﾌﾝ）は PaveFN で多くの場所で使用していますのでファイル名に

かかわらず PaveFN 使用時はご注意ください。 
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下敷き壁紙を利用した意匠積算 

 

 

 

下は「フロッグハウス」の CAMBRIA-平面詳細.jpg をマウス選択した直後の画面です。 

 

壁紙選択の上に の選択肢があります。メインで呼び出された壁紙は作図する際の中心壁

紙となります。サブで壁紙を呼び出すケースは、例えば、メイン壁紙には部屋情報の記載はあるが建具

名称が記載されていない、このような時同じプラン入力で別壁紙のキープラン図を呼び出し同じプラン

入力の別下敷きにすることが可能です。 

サブ壁紙の縮尺はメイン壁紙と異なるケース（入力プランの位置がズレる）ケースがほとんどですが、

を利用しメイン壁紙に合うようサブ壁紙を調整できる機能もあります。この機能につ

いては後述する「壁紙 Adj」の項でその使用法を説明します。 

 

 

・壁紙利用の時は○マウスにチェックを入れる 

・使用したい壁紙を背景壁紙 None の所で引き出し選択する。 

利用したい各種壁紙ファイル前述した を利用しあ

らかじめ対象物件データフォルダ内に格納しておきます。 



1.E 意匠積算（芯線組）                                  Page.16 

下絵壁紙の縮尺を決める 

 

1. 最初の作業は使用する壁紙の寸法縮尺の決定です。壁紙で寸法が明確な部分（例えば、寸法線数値）

を利用しマウスクリックで２点を指定します。２点指定はマウスドラッグではなく、端点①でクリッ

ク、その後端点②でクリックします。 

2. 下の図では 1 スパンの 6.000ｍを壁紙縮尺長さを選んでいますが、端点①＜－＞端点②間はできるだ

け長い部分（X1 通端から、例えば、X 通最大の 20 通端まで）をとるようにしてください。そうする

ことで、作図中の下絵線とのズレが少なくなります。 

3. その直後に「壁紙の傾き補正を行うか？」というメッセージが表示されますがサンプル壁紙ではその

必要がないため、このことは後述する「壁紙 Adj」の項で使用法は説明します。 

4. 指定された端点①から端点②に赤線が引かれ、同線分の実長さ入力を要求されます。必ずメートル

（ｍ）単位で同線長さを入力し[Enter]で決定します。この作業は使用するメイン壁紙に対し（サブ

壁紙は必要なし）個々に１回行わなければならない作業です。 

 

 

 

 

その後下のメッセージが表示されますので、メッセージに従って新規壁紙に関し階倍数と物権概要で入

力された対象階および対象階上のスラブ厚を照合させます。 

 

1.E 意匠積算（芯線組）                                  Page.17 

通り芯を決める 



 

 

壁紙の縮尺が決定された直後に にチェックが入ります。通り芯を作成することは必須の作業で

はなく飛ばすことのできる過程ですが作者はどの図面でも通りを作成されることをお勧めします。通り

芯を画面上で明示することは以下のようなメリットが考えられます。 

1. 下絵壁紙がスキャナー取り込みで、図面が明確でない場合、 の白紙化にチェッ

クを入れ、背景壁紙を消して紙図面を机の横に置いて作図作業を進めることができます。その時

に参照ラインとなるものは通り芯しかないからです。 

2. メイン壁紙プラス何枚かのサブ壁紙を利用する場合、メイン壁紙とサブ壁紙の位置関係を明確に

できるのは通り芯しかないからです。 

3. 物件が大きく表示中の部屋あるいは壁が全体図面のどこにあるの？というような時に通り芯が

明示されておれば、容易に位置関係を把握できるからです。 

この様なメリットを持つ通り芯ですが作成は簡単です。壁紙の縮尺が決定された直後は

のように X 通りの作成にチェックが入り、通り名称は自動的に X1 となります。図面 X1 通り上でクリッ

クすれば同位置に X1 が作成されます。X2 通りからはマウス近くに表示される X1 からのスパン長さ

（6.000）を見ながら通り芯を順次決定していきます。重要なことは壁紙で見える通り芯位置ではなく、

表示される実寸法長さを元に通り芯を決めていくということです。正確に計測するための計測メーター

（マウス右クリックで出現）の利用も可能です。 

 

X 通りを完成させたら、○Y にチェックを入れます。もし斜めの通りが存在したら○A（アングル）で

作成してください。通り芯作成が終わったら のチェックをはずします。 

間違った場合の戻る機能はキーボードの が割り当てられています。 
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PaveFN Ver.3.**に新機能が追加され、より早くより正確に意匠積算ができるようになりました。その

機能を「芯線組」と呼びます。Ver.2.**以前は部屋形状を作成する場合、部屋壁（あるいは柱）ラインに

沿ってトレースし個々の部屋を完成した後に結果を得ていました。新機能である「芯線組」を利用すれ

ばこの部屋内面トレース作業が不要となりマウスのワンクリックで今まで以上に正確な積算結果を得る

ことが可能になりました。 

 

「芯線組」を利用した意匠拾いの主要作業手順は下の３点です！ 

 

A. 全ての芯線(壁芯）を作成します。柱は「空点拡大機能」で一括作成が可能です。 

B. 作成された線分を命名します。この線は*RC 壁/150/であるとか、あの線分は*LGS/65/であるとか指

定する作業です。その後、芯線上に建具開口を設置します。 

C. 最後に部屋を選び図面上で線分で囲まれる該当場所をマウスクリックします。これを受けて PaveFN

は同部屋を囲む芯線で明示される厚み(/150/)を利用し部屋枠から同数値の半分だけ縮小（外部の場合

は拡大）して自動で部屋内ラインを作成、意匠数量を算出します。 

 

このように「芯線組」の機能を利用し積算することで、以前の各部屋トレース作業が不要となり大幅な

積算時間の短縮が期待できます。 

 

＝＝＝芯線組はワンクリックで積算数量を算出します！＝＝＝ 

 

この芯線組機能を利用するためには守らなければならないルールがあります。壁部の仕上表は*で始まる

小部位ヘッダーで始めなければなりませんが、更に壁厚を明記しなければならないということです。*RC

壁/150/あるいは*LGS/65/のように名称の後ろに壁厚を明記しなければなりません。記述がない場合は芯

線イコール部屋面とし処理します。柱・梁に関してはこの厚みの記述は必要なく*柱あるいは*梁のまま

で結構です。 

 

★★★ 芯線組では必ず壁名に厚み記述をお忘れなく！ ｽﾗｯｼｭ/壁厚/ｽﾗｯｼｭ ★★★ 
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下で芯線組機能 Box 内の主なサブ機能を説明します。 

1. は線分を引く際、作成済み線分の中で特定の線分を指定し、常にそこからの逃げ値でマウスポ

インタ位置を計測することができます。 

2. は にチェックが入っている状態で使用できます。作図された名称のない線分（No 

Name 空線）に対し一括で線分を命名することが可能になります。 

3. は、例えば、柱面から発生する壁芯を作成する時に有効な機能です。この機能の

裏機能は「偏芯を上手に処理」するともいえます。具体的には、作成線分はある線分の端から

逃げた（オフセットした）位置から発生する、というようなことを簡単に実現できる機能です。 

4. □揃範囲値は端点処理の問題を明確にします。マウスで作図は行うのですが、正確な位置をピンポイ

ントで押えることは至難の業です。そのようなときここに表示される範囲内 であ

れば、例えばある既存点の X 座標と作成中の X 座標をマウスが近隣アバウト位置であっても既存点

に揃えて（座標を合致）くれます。 

5. □空点拡大は特に、柱型を作成する時のことを意識して作った機能です。これは線分の交点の中で指

定交点に対し交点中心から で指定される値に従って X、Y 方向に逃げた所で四角

な枠線を作成してくれます。 

 

以上のサブ機能説明だけではまだイメージが湧かないと思います。次から実例で詳しく各種機能の使用

法を説明します。 

 

 

 

 

芯線組を利用する時は○Yes にﾁｪｯｸを入れます。 

○作成のﾁｪｯｸで芯線を作成します。 

○線種のﾁｪｯｸで各線分を命名できます。例、*CWO/150/など 

○開口のﾁｪｯｸで線分に建具開口を設置できます。（平面図設置） 

○部屋で芯線に囲まれた部屋をクリック指定できます。またこの

ﾁｪｯｸで余分な線分（＝空線＝無名の線）を除去します。 

芯線組は以上のステップで作業を完了しますが、作業中（作図中）

は上の各機能を行ったり来たりしながら最終図面を完成します。

下は作業イメージ図です・・・ 

○作成 

○線種 

○部屋 
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  芯線を作成する 

作図は RC 造の建物であれば、柱型作成→壁芯線作成→開口部設置の段階を踏んで完成していきます。

これら全ての基礎となる作成テクニックは芯線の作成です。以下で要領良く作る芯線作成法を説明しま

す。ここでは柱型を最初に作ることが目的なのですが、その柱型を作るために作図する壁芯線作成から

話を進めます。下が柱型を作るために作成された外周壁芯線の完成図です。 

 

 

芯線は図面左下の四角部の第一ブロックを最初に作ります。 

 

その後、図面右上の斜めを含む壁芯線第二ブロックを作り完成します。 

 

注）上記完成図の青色ラインはマニュアル用に壁名称が付けられた状態です。芯線作成直後（壁名を付

ける前）の線は薄緑色で表現されます。 
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  第一ブロックの作成 

 

 

芯線、最初の点を決める。 

 

上は（X1,Y1）通りの交点を拡大した図です。通りが作成してあれば通り交点近くにマウスを移動するこ

とで交点●反応を示します。この時にマウスをクリックして芯線組の始点を決定します。その後、順次

壁芯線のクリッピング交点をマウスで押えながら、画面上図に示される外周フレーム芯線を完成させま

す。 

 

芯線を①→②更に②→③と引くことは●反応を利用すれば簡単に作図できると思います。問題は③の線

分を引く時いかに①の始点交点である X 座標に合わせるか、また、④の線分を同始点で閉じるのかの 2

つです。これは前述した を利用することでマウス移動に神経を使うことなく簡単に作

図できます。 

  

 

計測表示がこのような反応を示した時にクリックすることで自動的に位置補正を行い望まれる座標位置

まで芯線長さを調節してくれます。 

 

 

芯線は左図の①②③の順に

逆時計周りで作成、④のライ

ンは①との交点で閉じます。 

 

逆時計周りは守らなければ

ならない決められたルール

ではありません。 

芯線③作成中にマウス横の位置計測値が青色から緑

色に変わる所があります。この緑色表示は既存交点

の X か Y 座標が付近にあるということを示します。 

芯線④を始点で閉じる時は表示が赤色反転に変化し

ます。それは現マウス位置が既存交点近くであると

いうことを示しています。 

① 

④ 

③ 

② 
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  第一ブロックの完成 

 

以上の作業で上図の第一ブロックの芯線が完成します。下でマウス位置計測表示の表示色が持つ意味に

ついてまとめて説明いたします。 

1. のように青色でマウス位置の計測値が表示されている場合は、どの既存交点とも座標的に

無関係であることを示しています。この表示中のマウスクリックではクリックされた位置から連続的

に次の線分を引くことができます。 

2. のように緑色に表示が変化した所は既存交点の X あるいは Y 座標の近隣を現在マウスが移

動している状態を示します。この表示中のマウスクリックは座標を揃えた後、連続的に次の線分を引

くことができます。 

3. のように表示が赤色に変化する時はマウス位置が既存芯線（ライン）の近くにあることを示

します。この時点でのマウスクリックは現在作成中の線分を近くにある既存線に接着し同交点で線分

が閉じます。クリック後は、線分が閉じるため連続線はここで終了になります。 

4. の赤色反転表示はマウス位置が既存交点の近くにあることを意味します。ここでのクリックは

既存近隣交点に座標を合わせて作成中の線分が閉じ、連続線は終了します。 

マウス位置の反応では、通り芯交点近くで上記の表示色と複合的に通り芯交点座標反応を示す時があり

ます。 

 

 

以上で述べた反応は全て によって管理されています。従ってこのチェックをはずすこ

とで反応を全て無効にすることができます。また反応する範囲値はユーザが望まれる値を入力すること

が可能です。 

連続線を止めるか、間違った線分を消したい場合は「戻る」=[ESC]を使います。 

 

 

 

この様な反応時のクリックは通り交点の●に座標位置は揃え、引き続

き連続線を引くことが可能になります。 

この様な反応時のクリックは通り交点の●に座標位置は揃えたあと線

分を閉じ連続線が終了します 
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 正確な長さ入力の補助ツール（計測メーターの使い方） 

PaveFN の最終的な計算は入力された線分長さを元に全ての答えが処理されます。このことは正確な長

さで線分は作図しなければならないということです。従って、作業中はマウス移動時に表現される現在

位置の計測値のみを頼りに入力しなければなりません。しかし、表示計測値がどうしても望む長さを表

示しないことがままあります。このような時の対処法を以下で説明します。 

対処法その１ 

を別の値に設定して計測する。計測単位は 4 種類用意されています。[100],[10],[5]および

[1]です。[100]に設定してあった場合、マウス移動位置は 100mm あるいは 50mm 単位で丸めて計測され

るということを意味します。仮に計測予定値が 2,500 の場合に[1]が計測単位に設定されておれば（=1mm

単位でマウス移動を表示）、多分 2,500 の所にマウスを持ってくるのはほぼ不可能でしょう。計測値が

2,497 からいきなり 2,502 に数値が変わる事態が起こるからです。このような場合、測る値が 100mm 単

位であれば[100]に計測単位を設定すべきです。多分簡単に 2,500 をヒットできることでしょう。 

対処法その２ 

上の対処法 1 でも正確な位置が割り出せない場合は、近隣値計測メーターを利用します。近隣値計測メ

ーターは現在のマウス位置の前後値を で設定されている単位で丸めてマウス横に目盛り

線として表示する機能です。計測中にマウス右クリックで出現します。下は 1,950 の表示中に計測メー

ターを開いた状態を示します。 

 

表示される目盛値より適切な数値を選びその数値をクリックします。選択された指定数値で最終長さは

決定されます。上の例で 2,000 をクリックすればたとえマウス横の計測値が 1.950 と表示されていても

2,000 が採用されます。計測メーターは数値を選ぶか右クリックで表示を閉じることができます。 
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  第二ブロックの作成 

 

 

第二ブロックは①の既存点からスタートし③の既存線上で終了します。ここでの交点設定で問題になる

のはこの①点をいかに求めるかという問題と角度の変わる②の線分をどう引くのかの問題、最後に③の

交点でいかに閉じるかという 3 つの問題に絞られると考えます。 

①の交点（始点）を決める 

 

線分の角度を変える⑥ 

始点が決まったら次に⑥の線分を引きたいのですがマウス移動における表示線分は X、Y 方向にしか引か

れません。このケースのように斜め線を引きたい場合は のように○A（アングル）にチ

ェックを入れて斜線を引ける状態にします。そのことで次の通り芯交点の●反応近くに斜め線で持って

いくことが可能になります。 

終点③を決めて線分を閉じる 

 

 

 

 

 

1. 左図、④の線分クリックして同線分上に新規点を設けることを明

確にします。 

2. マウス移動に従い表示数値が変化します。0.000 になった時点でク

リックして始点を決定します。（計測メーターの使用可） 

1. マウスを既存芯線の近くに移動すれば左図のように計測表示が赤

色に変化します。 

2. その時のマウスクリックは、前述したように、作成中の線分を既

存線分に接着させて、同点で閉じてかつ連続線分を終了します。 

② 

① ③ 

④ 
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  柱型を作成する 

ここまでの作業で以下のような芯線（緑色表示）が完成しているはずです。 

 

芯線を利用しながら柱型を作成します。柱型を作成するために という機能があります。

これは作成済み線分の交点を指定し同交点を中心に で示される指定値に従い矩形を

自動作成する機能です。この機能は「交点を中心に拡大」ということですからまず始めに柱の中心点を

通る線分を引かなければなりません。 

を利用して柱芯を通る線分を作成する 

上で作成された外周壁芯線より柱芯は 210mm 偏って（偏芯）いると考えられます。従って上のように

□オフセット値にチェックを入れて更に 210 という偏芯値を入力しておきます。下ではオフセット機能

を使い X1 通りと Y1 通りの交点にある柱型の設定を説明します。 

 

 

 

この後で線分を図面右側にある縦ライン（X2 通り線上の芯線）で閉じて X 方向に走る柱芯線を作成、順

次柱中心線を通る X、Y 芯線を作成します。 

 

 

 

にチェックが入っている状態でマウスが近付

くと黄色表示に変わる縦芯線（X1 通り線上）をクリックします。 

そのことで同線分の近隣端点①より 210mm 逃げた点（オフセッ

ト点）を始点と新規線分の作成が可能になります。 

左下はオフセットを利用しクリックし、始点を決定した直後にマ

ウスが右方向へ移動中の状態を図で示しています。 

①  
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上は第一ブロック内で柱芯線分を引き終え にチェックを入れ、表示される青点のなか

から 化により必要な柱芯点を選択（赤点表示）した図です。 

 

 

最後に拡大値を確認（横 600mmX 縦 600mm の柱が指定点より作成される）し[拡大実行]ボタンを

クリックします。下がクリック直後の確認画面です。 

 

 

 

にチェックを入れると、左のように壁種リスト

欄の中で「柱」という名称を持つ壁種が優先的に選択されます。 
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壁芯線を作成する前に 

 

上が適切な位置に柱型を設置し終えた状態です。上の図ではまだ柱センター通る芯線ラインが残ってい

ることが確認できます。また一部には実際必要な外周壁芯線も残っています。この外周壁芯線は将来

と命名されます。 

 

次のページから壁芯線作成→開口部設置の順で説明を続けます。最後に部屋毎の積算数量を求め芯線組

の説明は終了します。 

 

また次ページからの説明ではここまで作成した柱型がない状態、即ち壁芯線をゼロから作る状況を想定

して記述いたします。これは柱型が説明図中にある状態で説明を続けることでマニュアルの解りにくさ

を回避するための便宜的な手段です。 

 

壁芯線をまず作成しその後で柱型を作成するという手順（ここまでの説明と作成順番が逆になっても）

計算結果に問題はありません。壁芯から作成するのか、柱型から作成するのかはユーザ判断による、あ

るいは図面状態による自由判断となります。 
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  芯線を作成する 

次からは通り芯のおよび柱型も作成されていない状態で説明します。 

 

1. 左側の芯点①（壁芯線交差点）をクリックします。（ドラッグではなく単純クリック） 

2. 次に芯線終わりである他方の芯点②をクリックします。壁紙で示される芯点は必ずしも正確でないの

でマウス位置に表示される計測数値主体で作成します。②クリック直後に確定線①→②となり緑色で

表示、直後②の終点ポイントは始点ポイントになります。連続線を引く要領で③→④をクリックし最

後にポイント①クリックでラインを閉じます。 

3. マウス位置に表示される計測数値の色が作図中に変化します。通常は青色ですが、緑色に変化する時

があります。これは、その時点のマウス位置が作成済みの既存座標点（X あるいは Y）の近隣にある

ことを示しています。具体的には芯点④付近のマウス移動中に表示が緑色に変化します。これは、マ

ウスが決定済みポイント①の X 座標近くを移動中であることを意味します。 

4. 近隣の範囲値はどのようにして定義されるのか、それは の値によって定義されま

す。仮に 150mm を 15mm に変えた場合、緑色で表示される近隣値は 15mm 以内となり緑表示を行

うためにはより繊細なマウスコントロールが必要となります。 

5. 近隣で計測値が緑色表示中にマウスをクリックすれば、PaveFN は自動的に座標を既存座標に揃えま

す。上の場合④の X 座標は①の X 座標と同じとなるわけです。 

6. ④から①へ最後の線を作図中に、①付近で計測表示が赤色に変わります。これはラインを閉じますと

いう意味を持ちます。上の例で①付近の赤色表示時点でクリックすれば自動的に①の座標にクリック

ポイントが修正され、同時に連続線が終了します。 

 

 

 

 

①  

④ ③ 

② 
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４つの芯線を作図し終えた図です。 

 

芯線作成上の重要なポイント① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図は上記①部の拡大図です。 

芯線作成中にどうしても作成済み線上に芯点を設けそこから芯線を

作成したいケースがあります。例えば上の①あるいは②のような場合

です。このような時は、マウスを既存線の近くに移動します。線分が

黄色に反応した時にクリックすれば、現マウス位置を近隣の交差線か

らの逃げ値で測りだすことが可能になります。左図を参照してくださ

い。このように実際の逃げ値が表示された時に（2.000）マウスをク

リックし、そこから始まる新しい芯点を作成します。 

左図は上記②部の拡大図です。 

ここでは右斜め上に走るコンクリート壁の芯線を引くためにどうし

ても、既存線の端部点と座標を合致させなければなりません。このよ

うな場合は X,Y のどちらかの線分を選択して表示される計測数値が

0.000 を示した時にマウスクリックします。このことで芯点の端点が

既存端点と一致します。 

① 

② 
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芯線作成上の重要なポイント② 

 

*マウス移動中あるいは近隣メーターに表示される数値は画面右側の の値設定で表示間隔

を調整できます。100（10cm)表示の場合はマウス位置を 10 あるいは 5cm 単位で表示します。 

 

線上に新たな芯点を設けたい場合、通常逃げ値の表示は選択される線分と交差する線のなかで逃げ値が

一番近い芯線（あるいは壁線）からの計測値が表示されます。これは にチェックがないため PaveFN

がそのように自動処理するためです。場合によっては柱面も含めユーザが指定する線分からの逃げ値で

計測したい時があります。このような場合は にチェックを入れることでユーザが逃げ計測対象線を

自由に決めることができます。チェック入で Ref 対象線をクリックすれば常に同線からの逃げ値を計測

表示します。 

芯線を引きなおす（間違い芯線の訂正） 

芯線作成上で重要な最後のポイントは【戻る】機能です。一度引いてしまった芯線を再度引きなおした

い場合にこの機能を利用します。このような場合は キーをキーボードから入力します。そのこ

とで直前（最後）に引かれた芯線を逆順で消すことができます。この【戻る】機能を利用すれば適切な

芯線まで戻り何回でも引きなおすことが可能です。 

 

 

 

芯点を 2.000 に決めたいのだけど・・・ 

2.000という計測数値を表示させクリックで芯点を決めた

いのだけど表示できない。このようなケースでは近い値表

示中にマウス右ボタンをクリックします。そのことで、近

隣メーターがマウス近くに表示されます。表示された、前

後数値から希望する数値（2.000）をマウス左クリックで

決定します。同時に近隣メーターも閉じます。□Dbl にチ

ェックを入れれば近隣メーターに表示する数が２倍にな

ります。近隣メーターに表示されないあるいは近隣メータ

ーが必要でない場合はマウスの右ボタンクリックで同表

示を閉じることができます 

芯線を引く際のマウス移動は通常は X と Y

方向へしか移動しません。またこの X,Y はマ

ウス位置により自動規定されます。しかし左

のように斜めに芯線を設定する場面があり

ます。斜線の芯線を引きたい場合は移動方向

を示す○A（アングル）にチェックを入れま

す。 
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 作成された芯線を命名する 

芯線組では○作成←→○線種←→○部屋の 3 機能を行ったり来たりして作業を進めまると述べました。

これは芯線組を効率よく使用するために書いた表現です。 

 

サンプル＜フロッグハウス＞でコンクリート壁の芯線を作成し終えた図 

この時点で芯線を命名することは効率的で賢い方法です。上図の芯線は全て とします。線種

を命名するには個々の芯線を指定して命名する方法もありますがここでは にチェックを入れて

一気に全ての芯線に名前をつけましょう。□全空線とは作成された芯線でいまだ名称がつけられていな

い（緑の細線表示）芯線であり No Name の芯線を意味します。ここにチェックを入れれば、下のように

仕上表で表現された壁小部位ヘッダーの表示背景が黄色に変わります。 

 

 

 

このような□全空線などの機能は小さな機能ですが、効率的に芯線組を使用するために設けられた機能

です。同種の芯線を作成後○線種機能へ移り□全空線を利用して一括命名、再び、芯線作成へ戻り同じ

名前を持つ芯線を作成、命名後に別線種を作成～のように○作成＜＝＞○線種を交互に行うことで作業

効率が高められよう PaveFN の芯線組は作成されています。 

 

芯線組はシンプルな少しの機能しか持ちませんが、使い方次第で効率アップ！ 

 

 

 

 

全空線にチェックを入れて、表示線種より適切な線種をクリックす

ると一括で名称のない全線分（No Name 線分＝上記緑線分）に同

線種が適用されます 
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全空線で*RC 壁/180/という線種を適用（命名後は太線表示）した直後の図 

 

個々の線分指定と存在しない線分の削除 

 

 

 

実際にこの空線（名前の無い線分）を削除する方法は次のページの 機能を利用して行

います。解説は次のページに続きます。 

 

注）No Name は空線（からせん）のことであり、LT0=Dmy（ダミー線）とは性質が異なります。ダミ

ー線は部屋を区切るだけの意味しかを持たない線分のことです。 

 

 

 

個々の線分指定はマウスを対象線分に近づけ黄色表

示に変わった時にクリックすることで対象線分を確

定します。赤色表示に変わります。選択を間違った場

合は赤色線分付近で再度クリックします。このように

して、実際は不要な２つの線分①と②を指定した図が

左に示されます。下でこの指定された線分を削除する

方法を説明します。 

 

上図のように対象線分を指定した後で、線種一覧リストから No 

Name（名前のない線分＝空線）をクリック指定します。指定さ

れた赤線が再び芯線状態に戻り細い緑線で表現されます。 

① 

② 



1.E 意匠積算（芯線組）                                  Page.33 

２つの空線がある状態（前ページ）で にチェックを入れます。○部屋の主たる機能は名

前の通り部屋を計算すること（芯線組最終段階）にありますが、ここでは同機能の持つ*空線除去機能を

利用し不要な空線(No Name 線)を除去します。上のように○部屋にチェックを入れると空線の存在を感

知して下のようなメッセージが表示されます。また柱内に作成された線分は全て不要線とみなされここ

のトリム対象となります。 

 

メッセージに対しはい（Y)をクリック（あるいは[Enter]）することで、空線除去を実行します。下が空

線を除去した後の画面です。 

 

この芯線は一部コンクリート壁があるけれどもある部分は除去すべき線分です。しかし今の段階ではそ

のままコンクリート壁として残しておきます。このような線分の一部除去は将来、必要な線分と不要な

線分の分岐点に芯点を設け、不要部を空線指定し*空線除去機能により除去するという作業を行います。

今はこの段階で再び にチェックを入れて、他の必要な２次壁芯線など（あるいはこの時点で柱型

作成も可）を作成します。 
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再び芯線作成に戻り２次壁系を作成、線種に命名した図面です。 

図面は左下が木軸壁構成であり右上は LGS 壁で設計されているので、作業は木軸部の芯線作成後に○線

種の□全空線機能により木軸を命名、その後で LGS 部を作成するという２段階で行います。 

２次壁木軸部の作成（既存芯線を任意の点で区切る方法） 

 

 

1. 「オープンキッチン」と「ラウンジ」部は別部屋とし計上したいため上のように部屋を区切る芯線①

上に芯線③を①を横切る形で作成します。横線作成後 PaveFN は連続線の作成を促しますが【ESC】

の入力で連続線を終了（カット）します。 

2. 更に、実在する木軸芯線④を作成します。そのことで芯点⑤が作成されます。 

3. 最終的に○線種で②－⑤間は Dmy（ダミー線）と命名します。また芯線③と同様に芯線⑥は No 

Name(空線)と命名し○部屋の*空線除去機能を利用し図面から除去します。 

 

このように各種機能を行ったり来たりしながら作業を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○作成 

○線種 

○部屋 

⑤ ④ 

③ 

② 

① 

⑥ 
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下は２次壁である木軸およびLGSを作図し終えた画面状態を表示しています。木軸はオレンジ色で、LGS

は水色で表現されています。 

 

 

芯線作成中に端点付近でよく起こる問題の解説と解決法 

 

 

 

この問題（端点合わせ）は の数値設定に起因しています。150mm 内であれば PaveFN

は端点を合わせようと機能するからです。解決方法は２つあります。ズレが生じても気にしないか、あ

るいは のチェックをはずします。チェックをはずすことで PaveFN は端点自動合わせ

の作業を一切行わないようになります。 

 

ここまで柱型の作成と壁芯線の作成を個別的に説明してきました。実際の作業では図面状態により「柱

型作成後に壁芯作成」あるいは逆に「壁芯作成後に柱型作成」をユーザが決定し、一番簡単な方法で作

図します。作図順序は状況により自由判断してください。 

 

 

左図は端点合わせを PaveFN が行うために

起こりうる問題を示しています。「廊下」と

「便所」を区切るための芯線を作成中です。

希望は①に終端点を作成したいのですが、

この状態でクリックすれば端点合わせによ

り②の既存交点ポイントに強引に終端点を

設けます。このような問題はどのような設

定で解決すべきなのでしょうか。 

①  

②  
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ここまでの説明で「フロッグハウス」の芯線を完成させた図です。 

 

 

上は紫で示される柱型の作成を行い、緑色のコンクリート壁を作成・命名後、茶色の木軸部を完成後、

最後に右上にある水色の LGS 部を作成しました。また作業はマニュアル通りに○作成－○線種－○部屋

を行ったり来たりしながら行いました。 

 

ここまでのマニュアル説明では 3 機能（○作成－○線種－○部屋）を行ったり来たりしながら作成する

ことを推奨してきましたが、図面によっては作成→線種→開口→そして最後に部屋で終わるという一方

通行の入力進行が効率的というケースもあるでしょう。 

 

結論は対象となる物件図面により自由に手順を変え一番効率の良いと思われる方法で作業すべきである

ということです。結果として上図のような芯線で組み上げられた図が完成すれば良いわけですから。 

 

ここまで「芯線組」の核をなす芯線作成の重要な機能とその操作法を説明してきました。 

 

次ページから作成された芯線に○開口を設置する方法、「芯線組」の最終目的である○部屋による実際の

部屋意匠拾いの方法を解説します。両機能ともここまでの説明と比べれば随分と簡単になっています。

もうしばらく「芯線組」の説明に御付き合いください。 

 

 

＝＝＝ ここまで芯線作図をマスターすれば「芯線組」は掌握したも同然です。 ＝＝＝ 
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 芯線に建具を設置する 

AW-10[1.8x2

.360]の建具開口をクリック設置した直後の状態です。 

建具設置は登録済み建具開口を芯線上に置くという作業です。建具はあらかじめ登録されていなければ

なりません。建具登録はメインメニューの【建具開口】で登録します。PaveJS などで入力済建具データ

はそのまま利用可能です。ただし PaveFN Ver3.**では異形建具（矩形ではない建具）は処理しません。

異形建具はパーツ分割して登録します。また建具は芯線組入力中に新規に登録することも可能です。 

1. にチェックを入れ表示される建具リストから設置予定建具をクリック選択します。また画面

右上の で建具取り付位置（断面）を指定します。 

2. ○腰が選択された場合は開口腰下高さを mm で入力設定できます。初期値は腰下端まで 1000mm 位

置になっています。腰あり開口で設定された値は、対象壁が腰壁があった場合腰部と非腰部に分ける

際に同値を PaveFN が考慮し計算結果に反映します。 
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3. 適切な建具位置までマウスを移動すれば、その動きに従って建具が芯線上をスライドします。芯線組

では立面図上で建具の設置はできません。 

4. 建具の平面位置が適切な場所にスライドした時点でマウスをクリックし、最終的に建具を設定します。

にチェックが入っておれば名称とサイズがクリック位置に表示されます。（上図参照） 

5. 設置済み建具を削除したい場合は、設置された建具上に新たな建具を設置することで建具上に別建具

は設定できないというルールにより既存建具を削除できます。 

 

芯線組作業中に新規建具を登録する。 

 

 

 

 

建具を設置し終えた図 

 

複数の部屋をまたぐ建具開口もひとつの建具で入力しても処理します。PaveFN は水平方向に複数の部

屋にかかる長い開口が設置されていても、部屋計算の時点で部屋から見た壁にかかる建具の一部のみを

抽出した計算処理を行います。ただしこれは水平方向のみで階層をまたいだ建具入力の処理は行いませ

ん。 

 

 

 

 

1. 画面右上の開口作成内に建具名称を記入します。 

2. W*H 入力欄に 3.5*2 とサイズをメートル（m）入力します。 

3. サイズ入力後の[Enter]で建具リストに新規登録されます。 

注）名称は全角も使用可能ですが、６バイト（全角３文字以内）が

最大長さです。サイズ入力は英数文字半角で W*H と「*」も必ず入

力なければなりません。 
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 芯線組を利用した図で内部の部屋を積算する。 

ここまでの入力で部屋積算の準備は全て整いました。各部屋を積算し数量結果を得る作業は簡単に行え

ます。 

1. まず にチェックを入れます。 

2. 仕上表で登録されている部屋、例えば をクリックします。 

3. 最後に図面上の該当部屋をクリックします。部屋フレームと結果が表示されます。 

下の図は「フロッグハウス」のオープンキッチン部を白紙化した状態で示しています。また A と B は図

面にはない A=部屋内島柱型と B＝部屋内の存在する別島部屋があえて追加入力されています。 

 

1. 部屋を求めるクリックポイントは部屋フレームの X 方向へ走る線の近くで行います。 

2. これは上のように部屋内島部があった場合島を囲む線への第一反応を避けるためです。 

3. 緑で囲まれる線分が部屋ラインとなり、島部も含めたこの部分が、壁面積、巾木、回縁などの積算数

量として計上されます。（島部開口も考慮します。） 

4. 島部の処理はAを柱型として入力したのでライン上をまたB部はLGSで囲まれる島部屋として入力

したため、例えば LGS/100/で示される値の半分 50mm に拡大されたものが部屋ラインとして計算さ

れます。床、天井面積から規定値に従い島部の面積控除は行います。 の壁確認は画面右側の

ボタンクリックで順次壁の立面状態を確認できます。 

 

 

 

 

 

A 

B 

クリックポイント 
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 芯線組を利用した図で外部を積算する。 

外部も内部と同様の操作で積算結果を得ることができます。外部線として PaveFN が反応する線は下記

タブが【内部】の所で作成された芯線に限られます。外部のみを積算する場合でも、ﾊﾞﾙｺﾆｰ・ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄと

異なり、芯線は【内部】タブの所で作成します。 

1. の外部タブをクリックします。共通仕上表の外部であらかじめ作成してお

いた などの部屋（あるいは場所）を選択します。 

2. 建物外のところで内部部屋同様 X 方向へ走る線の近くでマウスをクリックします。 

 

にチェックを入れることで外から見た壁状況を立面的に確認することができます。確認されると

お分かりのように芯線組で設置された建具開口も内部部屋同様忠実に計算結果に反映されています。

時の壁確認は画面右側の ボタンクリックで順次壁の立面状態を確認できます。 

各部位名称には外部拾いのための特別な名称は設けていません。巾木、回縁などの結果数量を利用、腰

壁数量を利用するなどして必要材料数量を求めてください。また「屋根部」は PaveFN でパラペットで

処理されます。「屋根」および、パラペットが外壁面から持ち出していた場合「庇上げ裏」の数量はパラ

ペットで自動計上されます。 
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 芯線組を利用した図で軸組み数量を求める。 

1. の軸関連タブをクリックします。 

2. 仕上表は内部・外部と異なり作成しておく必要はありません。 

3. 物件毎に を行う必要があります。仕分け先工種が未確定の場合はこのように赤色表

示されます。チェックを入れれば計上材料の仕分け先選択画面が表示されます（下図） 

 

4. 仕分け先選択表の中で 2 次壁名称の前に表示される□は 2 次壁面積を示し、H は開口補強を示しま

す。 

5. 上のよう、例えば、□LGS/90/をクリック選択し、右に示される工種より該当工種、例えば、「金属」

をクリック選択してください。 

6. 仕分先指定後に のチェックをはずして、 ボタンをクリックします。 
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7. 2 次壁に付く開口補強は自動処理されます。 チェックを入れることで補強の付いた壁立面図

をご確認いただけます。下図 

 

 

8. 名称・仕様とも PaveFN の規定表現で材料は表示されます。また 2 次壁の高さは当初は対象階高マ

イナス上階のスラブ厚を引いた高さで自動計算します。従って、自動計算されたこれら 2 次壁に対し

てある種の壁は SL から CH までなどと高さ調整を行う必要があります。この調整は計算後に一旦対

象同軸を ボタンで登録した後で芯線組のチェックをはずして、即ち、芯線組での編集を終えて

から各種調整を行います。 

9. 同軸壁を求めるということはここまで説明してきた同軸壁の面積と開口補強を算出しますが、更に壁

四方枠の倍数長さも求めることができます。これは耐火壁などで積算しなければならない「耐火シー

ル」を同時に算出できるということです。計算は個々の同軸壁（W+H）*2*2（壁の裏と表）を合算

した値で算出（開口は考慮しない）されます。 

10. この「耐火シール」長を求めるために仕上表で「耐火シール」の材料を規則に従い登録しておけば四

周枠長さを自動計算します。その規則は下のようになっています。 

A. メインメニューから仕上表を選択し、タブ の[軸関連]をクリック・セットし

ます。部屋名は適当に「軸四周枠」などのようにし、C.H.などの情報は必要ありません。 

B. 次に部位タブ[壁]の所で、下例のように記入します。ここで重要なことは壁厚/100/を明記後、「枠」

あるいは「周」という単語を必ず記入しておくことです。PaveFN はこの文字をチェックしそれ

に従い計算・材料計上します。 

仕上表での「耐火シール」入力例と PaveFN の計算結果です。 

 

↓ 
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同軸壁高さの編集 

芯線組編集状態でない時に登録済み部屋の中から登録されている をクリック選択し

同軸状態を画面表示します。 

1. 2 次壁名で壁高が異なる場合は にチェックを入れると簡単に編集対象壁を指定でき

ます。個々に壁を指定したい場合は にチェックをいれて図面上の対象線分をクリッ

クし対象壁を指定します。指定壁は赤色表示になります。 

2. のチェックで壁種選択画面が開き対象壁を選択できます。右は*LGS/90/を選択し、

LGS が選択状態を示す赤色で画面表示されている状態です。 

   

この状態のとき、 の で高さを入力し[Enter]を押します。壁

高変更のメッセージに対し「はい」で確定します。順次、変更の必要な壁高を変えていきます。 

3. 必要な全ての壁高を変更した後で画面右上に表示される ボタンをクリックして

PaveFN に 2 次壁の再計算を行わせます。 
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断熱材の積算 

意匠積算の芯線組機能を使って下の手順で実際の拾いを行います。必要な壁紙を呼び出します。

のタブを選択します。□芯線組にチェックをいれます。その後、○部屋にチェックを入れてください。

仕上表で作成した という部屋名が表示されていますので選択します。 

 

  その後、マウスクリックで断熱材を自動計算させるわけですが、クリック位置は外部の外壁面の壁

近くでクリックします。建物全体フレームの外側でのクリックということです。結果が以下のように表

示されます。 で断熱関連を登録します。 

 

折り返し壁・スラブおよび天井部の断熱材を求める手順を続けて説明します。 

 

このような手順で計算されると下のように壁紙に折り返し断熱部の領域が表示されます。同部位の計算

結果は折り返し壁を除き三斜計算（ヘロン）で処理されます。下は天井の折り返し部の結果確認画面例

です。 

 

 

 

 

断熱材が折り返しで施工される部位を選択します。その後、折り

返し値を入力します。単位はメートルです。床・天井は別々に計

算可能です。また全面に断熱材を施工する場合は折返値に’A’ある

いは’a’を入力し折返計算ボタンをクリックします。A=All の意味 
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バルコニーの積算 

芯線組の線分○作成を利用してバルコニー手摺壁芯線をフロアープランに追加記入します。

が選択されると、下図のように が選択できるようになります。ここで

○ﾊﾞﾙｺﾆ芯線作成にチェックをいれることで、芯線組の○作成などの機能を利用できるようになります。

（下図参照） 

        

 

 

 

線分作成後に芯線組○線種をクリックすれば、手摺壁の厚みも含む壁種リスト が自動作成され

ていますので同壁種で線分に名称を付けてください。 

 

最後に○部屋にセットして仕上表で作成した部屋 を選択します。その後でバルコニー内部の壁

に近い所でクリックします。下がバルコニーをクリックで求めた直後の画面です。 

 

マウスクリック位置はここら付近です。 

PaveFN はクリック計算直後 にチェックが入り上げ裏ラインが表示されます。バルコニー

床面の確認はこの画面右側に表示される□上げ裏情報のチェックをはずしてください。自動計算された

結果は通常の部屋積算同様に下の結果欄に表示されますのでご確認ください。 

 

自動計算される個所はバルコニーの仕上表作成時に説明したように、自動発生した*小部位ﾍｯﾀﾞｰの個所

数量が計上されます。 

 

 

 

 

 

茶色線分がバルコニー手摺壁芯線ラインです。既存芯線で始まり既存芯線で閉じます。 

バルコニー手摺壁芯線作成は で作業します。 
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パラペットと屋根部積算 

パラペットを求めることで屋根結果も自動的に計上します。またパラペットが外壁面から外に持ち出し

ているようなケースでは「上げ裏部」に当たる数量も自動計上します。このようにパラペットが屋根部

計算を含むため、パラペット入力前に、必ず、建物外壁面（外部）は計算が終わっていなければなりま

せん。 

 

芯線組を利用中に の「外部」タブを指定すると、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ・屋根を処理するための

というチェックボックスが表示されます。ここにチェックを入れることでﾊﾟﾗﾍﾟ・屋根

ﾌﾚｰﾑ専用の芯線を作成することが可能となる作業に進めます。 

にチェックを入れることで、対象壁紙で作製されていた芯線が消えてブルー線のみが

表示されます（下図参照）。このブルー線は同壁紙上で作成され計算された外壁面線（外部面ﾌﾚｰﾑ）を示

します。最初にﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線を作成する場合は一切芯線が存在しない状態で画面表示されます。 

 

ここから、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線を作成する訳ですが、作成方法は 2 通りあります。①番目は今までの芯線作成と

同じ要領で新規にﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄﾗｲﾝの作成作業を進める方法と、②番目はその作業を進める前にブルー表示さ

れている外部面ﾌﾚｰﾑを Zoom（拡大・縮小）利用して基本芯線を PaveFN に自動計算させた後で、細か

い変更点を①番目の方法で修正しつつ最終的にﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線を完成させる方法です。 

②番目の方法は の下に表示される を利用します。上図で示すブルー

線から何 mm ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線が拡大・あるいは縮小した所に存在すかを入力欄に記入します。上は 500mm

外壁面から持ち出した所がﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ壁芯線であるという入力です。外壁面内にﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄﾗｲﾝが存在する場合

はﾏｲﾅｽ値を入力します。その後「Zoom」ボタンのクリックで次のページで示す拡大・縮小ﾗｲﾝが赤色表

示されます。 
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外部面ﾌﾚｰﾑを 500mm 拡大した図 

 

このﾗｲﾝを基にﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄﾗｲﾝを編集したい場合は をクリックしてﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線の基本芯線

として採用することが可能です。先述したようにこのように作成されたﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線（通常の芯線組○作

成線同様に緑の単線で表示されます。）に必要であればこれまで説明してきた芯線組の線分作成機能を利

用し最終的なﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線を完成します。 

 

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線の作成は以上の要領で作業を進めます。○線種は画面右側に表示されるﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ厚を持つ

を選択・指定します。その後で○部屋を選択し画面左の仕上登録部屋に示される な

どを選び、作成されたﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線ﾌﾚｰﾑ内をｸﾘｯｸします。 

 

PaveFN が自動計算し共通仕上表作成部で説明した、自動発生するﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ積算計上部位を示す*小部位

ﾍｯﾀﾞｰが計算され数量結果とユーザ様が登録しておいた材料に同結果数量が割り当てられ計上されます。 

 

注）ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ芯線ﾌﾚｰﾑは内部部屋同様に必ず閉じていなければなりません。またﾌﾚｰﾑ内でﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄを必要

としない個所は*Dmy（ダミー）線を利用するなどの作業を芯線組内で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○部屋でﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ・屋根を計算する時の

ｸﾘｯｸ位置はﾌﾚｰﾑ内部です。 
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芯線組を利用しないで個々に部屋を積算する方法 

ここまで説明してきた芯線組でほとんどの部屋の積算結果を得ることができます。これから説明は別

の方法で部屋を拾うものであり。芯線組入力を中心に考えられるユーザは以降の説明は飛ばして読んで

も構いません。飛ばしてお読みになる方は 51 ページの部屋登録へと読み進めてください。これから説明

しようとすることは PaveFN Ver.2.**で中心であった積算方法です。 

下では内部の部屋積算を例にとり説明を行いますが、この部屋ごとトレース積算方法は、例えば、外

構部の拾いに大いに役立つと思われる方法です。 

個々の部屋壁・柱ラインをトレースして数量を求める方法 

 

 

研修室 2 を積算してみましょう にチェックを入れます。仕上表で作成された部屋リス

トから研修室をクリックします。部屋に関連する基本情報が画面上部に表示されます。

 

 

壁紙を最初に利用する時は縮尺を決める！ 

 

壁紙を最初に利用する時は部屋寸法と壁紙の縮尺を決める必要があります。壁紙 1 枚につき必ず一回は

通らなければならない作業です。対象壁紙の縮尺決定は Page15 で説明した、 

下絵壁紙の縮尺を決めるに従って縮尺を決定してください。 

 

積算する研修室 2 は画面中央に表示されていません。画面の見やすい所に対象部屋を表示する方法は 2

つあります。 

・壁紙の↓と→に表示されるスクロールバーを動かして最適の場所を表示する。 

・ミニロケータを利用して画面中央に該当場所を表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

芯線組で○Yes で作業中の人は○No にチェックを入れます。 

左図のように○確認、○新規、○再計算、○抹消および○印刷の

チェックボックスが表示されます。 

○確認 登録部屋確認 ○新規 新規部屋作成 

○再計算 部屋一括計算 ○抹消 部屋一括削除 

○印刷 計算根拠印刷   
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研修室 2 の部屋仕上面のコーナーを逆時計回り（←必ず）にクリックして部屋を完成させます。 

 

 

1. 部屋作成中の画面です。 

2. クリックポイントは逆時計回りでコーナーを押さえています。 

3. 移動中のマウスポイント位置が確定済みポイントの X あるいは Y 座標近くにある場合、上記のよう

に既存ポイント近くを意味する赤●が点滅します。 

 

 

 

 

ﾐﾆﾛｹｰﾀの使い方 

左図のように□全図にチェックが入っ

てない時にﾐﾆﾛｹｰﾀは利用できます。 

 

1. ﾐﾆﾛｹｰﾀにチェックを入れる。 

2. 画面左下にﾐﾆ全図が表示される。 

3. ﾐﾆ全図内で表示ﾎﾟｲﾝﾄをｸﾘｯｸ。 

4. ｸﾘｯｸ点が中央に表示される。 
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4. ●点滅中にマウスをクリックすれば既存ポイント座標に位置を修正し登録します。 

5. 部屋は必ず閉じなければなりません。最後に始点ポイントをクリックし完成です。 

部屋形状完成直後の結果が画面下に表示されます。 

 

最後に 2 つの作業を行います。①壁種の指定と②建具の設置です。この作業でひとつの部屋の基本計算

は全て終了します。 

壁種の指定 

 

1. 画面上部の にチェックを入れます。 

2. 図面内で線種指定したい壁線をクリック指定します。（指定済み壁は赤色で表示される） 

3. 壁種リストから適切な壁種を選んでクリック指定します。 

 

上は、柱型の線を指定し、壁種リストから*RC 柱を選択しようとしている例です。 

部屋右側の壁は実在がないため（研修室 1 とはスライディングウォールで仕切られている）線分を Dmy

（ダミー）指定済みです。ダミー線は破線表示されます。 

 

外面の壁（部屋上）は*RC 壁線（グレー）が指定されています。また廊下側と左倉庫との仕切り壁は*LGS

（薄青色）が指定されているのが解ります。 
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②建具の設置 

 

上は研修室 2 の最後の建具 LSD1（↓廊下側）を取り付け入力中の絵です。 

 

 

 

 

 

 

 

1. 建具の設置は画面上部の◎開口にチェックを入れます。 

2. 同時に、登録済み建具リストが右側に開きます。 

3. リスト上の「◎掃○腰○天」で設置場所を指定します。 

4. 設置開口をリストから選択します。（LSD-1） 

5. 平面図で設置壁をクリックします。（赤色の線が選択壁） 

6. マウスを動かして適当な場所でクリック設置します。 

7. リストにない建具はここで登録可能です。 

建具と PaveFN について 

・□開口情報表示にチェックで平面図に建具情報を表示 

・建具色は(掃出＝ﾌﾞﾙｰ)(腰有＝水色)(天井付＝藤色)で表現。 

・巾木は掃出開口部のみ同幅（W）を控除します。 

・腰有建具は断面の壁中央部に配置されます。 

・天井付建具の廻縁控除は□FN 計算条件で変更可能。 

・腰壁と開口の関係は立面情報通りに計算します。 
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ここまで「芯線組を利用して部屋を積算する方法」と「芯線組を利用せず部屋内の壁・柱ラインをトレ

ースし部屋を積算する方法」を説明しました。 

 

PaveFN では下のように基数量が表示された時点で部屋の基本積算が終了したと定義します。それは芯

線組を利用した場合は の所で積算部屋をクリックした時点であり、部屋内ラインのトレースで部

屋を求めた場合は同ラインを閉じた時点となります。 

 

 

積算された部屋を正式に登録する 

上記のように部屋の結果が表示された時点で ボタンクリックすることで部屋を正式に登

録します。登録された部屋情報は芯線組機能を離れた時に、下のように画面左側に、 （同

部屋名の対象階と部屋倍数および部屋名）が表示されます。また表示されている壁紙で積算さえた部屋

には、階前にｱｽﾀﾘｽｸ付で表示されます。 

 

登録のタイミング 

ボタンは PaveFN が部屋の基数量を表示した後であればいつでもクリックして部屋の積

算結果を登録できます。登録された部屋は必要な時点で呼び出して再確認できます。結果数量を編集し

たり部屋を削除することもできます。部屋を構成する使用材料が変更になった場合の V.E.は部屋を呼び

出し最新の仕上材情報をベースにワンクリックで V.E.を行える再計算ボタンも装備しています。部屋の

確認と編集については後述する V.E.の項で詳しく説明いたします。 

 

結果の調整、雑物拾い、V.E.が必要、いつでも登録済部屋は呼び出し・編集可能です。 
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ここからは PaveFN のグラフィック入力に依存しないユーザ独自の計算式で数量を積み上げる方法につ

いて解説します。PaveFN では部屋を作図することで自動計算により結果数量を求める方法が基本にな

っています。この自動計算による数量結果を「基数量」という言葉で説明を続けます。基数量とは下の

ように表現される部分です。 

 

PaveFN が計算した結果は上のような形でグレー下地に黒色で「基数量」表現されます。 

上は「フロッグハウス」のホール床部の基数量ですが、一部に床段差があるため蹴上げ部分の面積計算

式を立ててユーザが基数量に加算しなければなりません。仮に、蹴上げ幅が 5.00ｍであり蹴上げ高さが

0.45m の場合 5.0*0.45=2.25m2 分上記基数量に同材料を加えなければなりません。 

任意材料を追加する 

 

1. 最初に上のように基数量下に[Ins]キーを使い入力行を数行確保します。 

2. にチェックを入れ表示される複合材から選択、入力欄に同材を設定します。必ずしも加

算材料はマスターから引き出してくる必要はなく、材料、仕様、単位および工種欄に加算時点で新規

入力されても構いません。 

 

3. カーソルが計算式欄で点滅します。そこに加算分計算式 4.0*0.45 と入力後[Enter]で確定します。同

時に先頭の結果欄に 2.25 が表示されます。カーソルが一行下に移動します。必要があれば計算式を

ここに続けて入力されても構いません。入力された計算式結果は 1 セット内で結果に順次加算されま

す。計算式は+-*/で式を表現し(カッコ)を幾重か使用した計算式（入れ子）の組み立ても可能です。 
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4. カーソルは[Ctrl+1]で計算式欄、[Ctrl+2]でコメント欄、[Ctrl+3]で調整欄へ移動します。ここでは

[Ctrl+2]でコメント欄にカーソル移動後、「蹴上げ」とメモを残しておきます。 

 

5. このような方法でユーザは独自の計算式組立で基数量に材料を加算することができます。当然ですが、

加算する材料は基数量材料と同一材でなければならないということはありません。任意の材料を加え

ることができます。また、例ではプラスでの式入力をしましたが、マイナス計算式で入力することで

減算という結果になります。 

 

基数量を調整する 

PaveFN が算出した基数量をユーザは直接操作し変更することはできません。しかし、前述した材料加

算も考えようによっては（対象材料を同じにすれば）、ユーザが基数量を調整することと同義になります。 

基数量の欄で結果を直接操作変更することはできませんが、基数量が表示される行外から基数量の結果

を調整・変更することは可能です。下でその方法を説明します。 

 

1. 先述した材料単純加算同様、基数量表示下に[Ins]で行を確保します。単純加算行はどの行で加算され

てもよいのですが、基数量を外から調整する場合は、調整する基数量の必ず下の行に調整式を記入し

なければなりません。上記参照 

2. 「フロッグハウス」のホール床は全面「フローリング仕上」になっておらず一部の仕上材は「磁器質

ノンスリップタイル」で設計されています。 

3. これは、「フローリング」の一部を「磁器質ノンスリップタイル」と数量置換した数量を最終終了と

して計上しなければならないということです。 

4. 先の加算法と同様マスターから置換材料を呼び出します。 
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5. 計算式欄に「磁器質ノンスリップタイル」部の面積計算式を記入します。仮にここでは計算式を

2.7*0.9 とします。 

 

6. コメントは記入を飛ばして [Ctrl+3]で調整欄へカーソルを移動します。マウスで同欄をクリックし

ても同じです。この調整欄に記入する文字で基数量である 32.27m2 を外から変更することができま

す。 

7. 基数量に表示される材料セットを PaveFN では上から 1 層、2 層という風に規定します。このケース

では「無垢板フローリング」が 1 層であり「モルタル下地」は 2 層であるという意味です。 

 

8. 調整欄に記入できる文字とその意味を下にまとめます。 

単体層指定 1+[Enter]のように層数値+[Enter] 指定層のみ置換される 

全層指定 A あるいは a+[Enter] 全部の層が置換される(All) 

部分指定 1-2+[Enter] 1 層~2 層部分が置換される 

-利用の指定 1-と入力し+[Enter] 指定層から最下層まで置換 

-利用の指定 -2 と入力し+[Enter] 1 層から指定層まで置換 

使用マイナス記号は何層から（～）、あるいは、（～）から何層という‘から’の意味 

9. このケースで全層置換を行うために[1-2],[A],[1-]あるいは[-2]と入力後[Enter]で決定します。いずれ

の入力でも結果は基数量は 32.27-2.43=29.84 となります。下の例では[A]を使用しました。 

 

10. この方法で基数量の結果を外から操作・変更することが可能です。ここでは「磁器質ノンスリップタ

イル」のみ置換した例で説明しましたが、更に下の行で別材料を指定し数式を記入、置換指示を行う

ことで基数量を変更することが可能です。最終集計では「磁器質ノンスリップタイル」は集計対象材

として結果に加算されます。 

 

 

 

 

 



1.H 雑部入力                                       Page.56 

雑拾いは今まで説明してきた部屋作成・編集方法と異なっています。下敷き壁紙を利用した雑拾いの例

（推奨される拾い例）を説明します。 

 

ケンブリアの PaveFN 雑拾いの考え方（あるいは推奨される拾いの方法） 

雑拾いのアプローチは色々な方法が考えられます。例えば、「ホワイトボード」というアイテムを拾う場

合、一番簡単な方法は「ホワイトボード」のヶ所数を図面より数え 1 ヶ所と数量を入力する方法でしょ

う。 

 

PaveFN はここまで説明してきたように、「仕上表」→「作図」→「意匠拾い」という一連の作業に自動

計算を通過させ積算効率を上げようと作成したソフトです。この手法に雑拾いを当てはめようとすれば、

例えば次のような問題に直面します・・・ 

共通仕上表に①雑材料の情報が少ない、②部屋毎に明確に設置される雑材料がきちんと書かれていない

などの問題です。一番大きな問題は③PaveFN は雑以外の所では自動計算可能ですが雑拾いの自動計算

は不可能であるということです。 

 

雑拾いと PaveFN 下のような考え方もあります。 

4. 部屋毎の仕上表で雑は入力しない。これは「研修室」という部屋の「雑部」に「ホワイトボード」

という材料を登録しないということです。 

5. その代り、拾いで使用しない部屋を作成し全雑材料をその部屋に登録する。例えば、仮の「雑部

屋」という部屋を作成し「雑部」タブ内に同物件で考えられるあらゆる雑材を登録するというこ

とです。 

6. こうすれば、「複合マスター」にも「単一マスター」にも入力された雑材料が残ることになりま

す。マスターに残すところがポイントです。 

7. 実際の雑材料拾い中にこの参照できる「マスター材料」を引出・利用しながら積算するという手

法です。 

8. 簡単にいえば共通仕上作成中の雑材料はマスター材料として残すためだけの入力であり、部屋拾

い中にマスターから必要雑材料を引き出し、図面上で雑位置を押え積算を進めるということです。 

9. 具体的には、壁紙平面詳細図で「研修室」を拾う時に「ホワイトボード」を見つけたら、マスタ

ー材から「ホワイトボード」を選び、壁紙上のホワイトボードの位置でマウスクリックし数量を

計上するという方法です。 

10. 単に数量を 1 ヶ所とキーボードから入力すればそれでいいのでは？という疑問が残ります。

PaveFN への数値直接入力でも問題ありませんが、あえて壁紙上での「マウスクリック数量計上」

の利点を挙げるならば、「数量計上プラス図として雑拾いの履歴（足あと）を残しておける」と

いう点にあります。 
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1.雑拾いの実際（雑セットの意味） 

ここまでの説明が実際どのようにして拾い作業で行われるかを説明します。雑で材料セットを作成する

方法は今までと同じように材料の 1 セットを示すために最後は「↑」で終了しなければなりません。以

下の例をご覧ください。（画面例は部屋仕上げ表より） 

 

（雑マスター入力例 A） 

 

（雑マスター入力例 B） 

上の 2 つの入力例 A・B のセットで何かセットタイプが A と B では異なると感じていただけると思いま

す。PaveFN は雑のセットでは 2 つのセットタイプの入力ができます。壁のセットを作成するときに

「*LGS」のような小部位ヘッダーでタイプの違いを表現します。 

 

A 例の＜S＞という小部位セットではセットの個々の材料が独自の数量を持つことができます。それと異

なり B 例のように＜M＞というヘッダーでセットを作成すれば、同じ数量がセット内の全材料に適用さ

れます。 

 

上は仕上表を作成中の画面です。再度繰り返しますが、この雑部材料入力は「研修室」という部屋の雑

に上記のように入力してもいいのですが、「雑部屋」という仮の部屋を作成しそこの雑部に考えられる雑

材の全てを登録しておいてもいいということです。次より実際の拾いを説明しますが、後者の仮部屋で

作成し「マスター材料」から雑を部屋毎に入力する方法で説明を続けます。 
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2.雑拾いの実際（部屋毎の雑拾い） 

 

研修室の雑入力を始めようとする画面例です。 

1. □マスタ表示にチェックを入れます。 

2. そのことで、画面右側にマスタ欄が開き雑の材料マスタを表示します。 

3. ホワイトボードの含まれる＜S＞セットを今まさに選択しようとしている画面です。 

4. 同セットをクリックし、かつ＜M＞セットの「カーテンボックス」+「レール」をセットした直後の

結果表示・入力部分を下に示します。 
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A. 個々別材料セット＜S＞の入力方法 

 

 

B. 複合セット＜M＞の入力方法 

 

・セットの第一行目の材料計算式入力欄でマウスをクリック（＝カーソル点滅） 

 

・画面上で左ポイントクリック、マウスを右ポイントまで移動しクリックする。 

 

・計測結果が上記のように計算欄に書き込まれて積算結果がセット内材料全てに同時に計上される。 

 

 

 

 

 

 

計算式欄でカーソル点滅時に 

 

 図面内のホワイトボード設置場所をクリック。 

 クリック直後にカーソル場所に 1 が書き込まれ、

結果 1 か所が計上される。 

 

 

 

画面内のクリック位置にホワイトボード積算履歴

（足あと）が残ります。 

誤入力による材料削除はカーソルが計算式欄にない

時、画面に表示される■ホワイトボードの■部分に

マウスを当てて反応（黄色）時にクリックします。 
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V.E.（Value Engineering）の本もとの意味はどうであれ、積算では一般的に「設計変更に対応」すると

いう意味合いで使用されています。「設計変更」時の PaveFN の V.E.対処法について説明します。以下の

説明は芯線組を使用していない状態での説明になります。 

V.E.前のデータは必ずバックアップ保存してください！ 

ここでは「材料変更時の V.E.」と「部屋形状変更時の V.E.」に分けて説明します。両 V.E.とも共通して

使用するのは 内の ボタン、 チェックボックスです。再計算ボタンは

呼び出されている部屋に対して個々に再計算を行います。 は再計算が必要な部屋をリ

ストアップしてそれらの部屋を最新の入力状況で再計算します。 

材料変更時の V.E. 

 

の壁材料が下のように変更されたケース 

 

A. メインメニューより に入り、対象部屋を選択、該当材料を変更します。 

B. 変更終了後 の ボタンで変更後の部屋仕上表データを登録します。 

C. メインメニューより に入り、変更された部屋を呼び出します。対象部屋が壁紙を利用して作

成されていても、壁紙を呼び出す必要はありません。登録済みの部屋一覧から対象部屋

をクリックします。 

D. をクリックします。最新の部屋情報をもとに再計算を実行します。結果は直ぐに表示されま

すのでご確認ください。対象部屋でユーザが任意に追加補正した材料あるいは計算式などの情報は再

計算後もそのままキープされます。PaveFN の自動計算する「基数量」に対しユーザが調整補正を行

っていたケースも同様です。再計算後もその状態で調整を行いますので場合によっては注意しなけれ

ばなりません。 

E. 材料変更が数か所の部屋で行われた場合 を使えば一気に部屋再計算を行うことが

できます。 にチェックをいれれば、登録済部屋リストの所に全部屋が

リストアップされます。再計算対象の部屋にチェックを入れます。チェックの入れ方は、チェックさ

れた部屋以降の全部屋が反転チェック（チェックありはチェックなしに、チェックなしはチェックあ

りに）されます。 でチェックの付いた全部屋の再計算を実行し最新の結果に置き換え

ます。 
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部屋形状変更時の V.E. 

の中で PaveFN から部屋形状変更を考えると、２つ変更タイプがあります。ひとつは部屋壁変

更、建具変更、C.H.や腰壁の変更で部分 V.E.（パーシャル V.E.）と呼びます。もう一つは部屋形状の変

更でこれを全体 V.E.（ホール V.E.）と呼びます。 

部分（パーシャル）V.E.対処法 

対象部屋の V.E.発生箇所のデータを変更することで対応します。登録済み部屋リストから対象となる部

屋をクリックし編集可能と状態にします。（部屋形状が表示されます。） 

A. 建具開口の変更以外は にチェックを入れます。 

B. 部屋の天井高（C.H.）変更は画面上部の の C.H.数値をクリックします。

例えば、2.700 を 3.000 に入力後[Enter]キーを押します。「C.H.高さを変更しますか？」のメッセー

ジに対し「はい」で答えると直ちに結果に反映されます。 

C. 部屋全体に腰壁を新しく付ける場合は、上記 C.H.変更と同様になります。但し部屋全他の腰壁高さ

は の数値（0.000）に表示されますので同値を、例えば 1.100 に変更します。腰壁があ

った部屋から腰壁を取り去る変更は、 の数値を 0（ゼロ）に変更します。 

D. C.H.および の値変更は対象となる部屋全てを変更する V.E.ですが、個々に壁の高さを

変える、腰壁を付ける、線種を変更するなどの V.E.も可能です。変更される壁種（線種）をマウスク

リックで選択します。選択された壁は赤色表示されます。 

E. その後、個々壁の高さはおよび腰壁高さ変更は で各々の値を変更し

ます。また、線種変更は画面左側に表示される線種リストから変更後の線種をクリック選択します。 

F. 建具開口関連の変更は にチェックを入れます。平面あるいは立面内で、建具リストを

利用し建具の「削除」、「変更」あるいは「追加」を行ってください。 

G. いずれ場合でも変更結果は直ちに基数量に反映されます。V.E.後の結果を確認後、最後に変更後のデ

ータを ボタンで登録します。 

 

このように、部分 V.E.は色々な角度から変更に対応できるよう作成されています。しかしある部屋に対

する V.E.があまりにも多い場合は同部屋を ボタンで削除後、芯線組などを利用して部屋をゼロから

再作成する方が解りやすい場合もあります。また登録済部屋の削除は を使い全部屋を一

挙に削除にできる機能もあります。 

 

全体（ホール）V.E. 

全体 V.E.は壁の位置が変更になるような場合のことをいいます。これは対象部屋の床面積が設計変更さ

れる V.E.とも言えます。全体 V.E.は対象となる部屋を削除して後、新たに部屋を再作成することで対応

してください。 
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以上で下敷き壁紙を利用した意匠積算の基本入力方法を終了します。ひとつの部屋が完成したら画面左

の ボタンをクリックして部屋を登録し、次の部屋の作成へ進んでください。 

意匠積算の練習をスタートしてから 2 時間位でここまで来れましたか？ 

残りの部屋は今までの勉強を思い出しながら独自学習してみてください。図面をじっと見て、どんな入

力がベストなのかを考えてみてください。 

 

PaveFN ver.3.**より芯線組が登場し、ver.2.**での入力方法と比較しより大幅に効率が向上しました。

Ver.2.**での入力はそのまま残します。図面によってはこちらの方が使いやすいというケースもあるかも

しれません。外構部拾いのように任意線で平面積を求めたい場合などはこの作図方が利用価値はあると

考えられます。ご自分の裁量でご判断ください。 

 

ここまで、部屋拾いを中心として説明を行ってきましたが、PaveFN Ver.3.**は 

 

の「外部」「軸関連」「外構」の積算にも対応できる機能を備えています。ユーザ独自の工夫でいかよう

にも、またいかなる角度からでも利用できるよう柔軟に設計しました。Ver.3.**では「建具周りのガラス

関連」のグラフィック処理は考えておりません。いずれはそれもグラフィック処理する予定でいます。 

 

結果集計はこのボタンをクリックすれば確認できます。画面で、印刷してあるいは.CSV 形式で保存して

エクセルでご確認ください。 
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斜めの壁紙、X と Y が均等縮尺でないなどの壁紙調整方法 

PaveFN Ver.3.**から下敷き壁紙を調整できる機能が搭載されました。 

A. 壁紙傾きの補正 

サンプルデータ「フロッグハウス」内に というファイルが添付されています。背景壁紙にこ

の を呼び込みます。この図面にを利用して積算するつもりで壁紙縮尺を決めるための線分を

引きます。同線分が決定さあれた直後に PaveFN が「壁紙の傾きを調整しますか？」と聞いてきますの

で「はい」を押してください。 

 

 

「はい」傾き調整をスタートします。調整は少々時間がかかりますが、進行状況は右上のバーに表示さ

れます。調整が終了すると以下のメッセージが表示されます。 

 

再度調整をやり直す場合は「いいえ」を押します。「はい」で対象ファイルの名称先頭に「AJ-」という

名称を付加して、別ファイルとして物件フォルダ内に.JPG 保存し、編集中の背景壁紙が同 AJ-ファイル

を利用し作業を続けることとなります。 

 

 

 

 

 

 

1. 左図のようにクロスした赤色の線分が表示され、交差点

に●が表示されます。この赤色ラインは水平な線です。 

2. マウス移動に同調して青色の線が表示されます。この線

分と赤色縦線が交わるが●点が将来●まで傾き補正さ

れます。適切な場所でクリック●点を決定します。 
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傾き補正は図面を最初に呼び込んだ時に必ず、補正を実行するかどうかを聞いてきます。必要に応じご

利用ください。 

B. 図面サイズの補正（あるいは、X,Y 均等縮尺補正） 

にチェックを入れると、最初に壁紙傾き補正を行うかどうかを聞いてきます（前ページ説明参

照）その後で、X,Y 方向の壁紙補正を行う画面に変わります。 

この縮尺補正の考え方は壁紙の a 点を芯線で描かれた A 点まで持ってくる（あるいは合わせる）という

ものです。 

 

決定直後に、壁紙が指示どおりに X,Y 方向を合わせ、その結果、縮尺あるいは拡大されます。望まれる

形で補正が行われたら「はい」を補正の再試行は「いいえ」クリックします。 

 

補正された壁紙は、前ページ「傾き補正」で説明したファイル名と同じように「AJ-」付きで新しいファ

イルとして保存（あるいは上書き保存）されます。原図壁紙ファイルとは異なって名称での保存ですの

で、原図壁紙への影響は一切ありません。 

 

この調整は、例えば、メイン壁紙を平面詳細プラン図として入力を進めたけれどもその図面に建具開口

プランが記載されていないような時に、 にチェックを入れて入力プランの下絵として開

口キープランを呼び出すと仮定します。 

 

しかし、同開口キープランと現在入力中の平面詳細プランの位置関係がズレている時の補正などにご利

用できます。このことを簡単に言えば、芯線組で作成する各種線分の位置にどのような壁紙を下絵とし

て呼び込んでも、作成中の線分位置に新壁紙を拡大・縮小して合わせられるということを意味します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 画面に左のような青線クロス a が表示されます。 

2. 壁紙の補正を行う点でクリック決定します。 

3. 引き続き赤色クロス A が表示されます。青色クロ

ス a の点をどこに移動補正する目的点を決定す

る作業です。a→A に補正されます。 

4. 同様に b→B を決定します。 
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壁紙図のズーム（拡大←→縮小）操作は入力中に［Ctrl］キーを押しながらマウスのボタン操作で行いま

す。 

◆[Ctrl]+マウス左ボタンクリックでクリック点を中心に図面が拡大されます。 

◆[Ctrl]+マウス右ボタンクリックでクリック点を中心に図面が縮小されます。 

◆[Ctrl]+マウス中央ボタンクリックで使用ファイルの原図サイズに戻します。 

さらに、 

◆[Ctrl]を押しながらマウスドラッグである場所を四角形で囲むことで、同部分を拡大表示します。 

 

にチェックがある状態の図 

 

 

上の全図表示状態で一部を[Ctrl]+マウスドラッグで拡大した図 

 

拡大・縮小した時点での線分作成・計測などは処理スピードが落ちます。 

原図サイズでの作業をお勧めします。 
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表示される線種の色は PaveFN で初期指定されていますが（例：壁コンクリート系＝グレーで*LGS＝薄

青色など）、*LGS65 と*LGS100 など混在する場合に線を区別表示したい時は線色カスタマイズにチェ

ックを入れ好みの色を指定することができます。線種の色を自由指定できる線種の色は壁、柱だけでは

なく「通り芯」の色もカスタマイズできます。 

 

 

 

 

表示された線分をマウスでクリックお好みの色で線分を着色してください。 
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計算根拠式・図の印刷 

PaveFN ver.3.2 から PaveFN が自動計算した部分の結果根拠を計算根拠式として印刷できるようにしま

した。下のように芯線組が選択されていない時に○印刷にチェックを入れることで各種の印刷形式を選

択できるようになります。計算根拠式・図の印刷は５種類の印刷フォームを持っています。これは簡単

な部屋の場合５枚の印刷で済むということです。複雑な部屋（壁種が多い場合など）は大量の紙が必要

になります。最初に印刷で計算根拠を確認される場合はまず○個別にチェックを入れ確認したい単独部

屋を選択した後 をクリックして印刷される計算根拠式・図を確認してみてください。 

 

*現在物理的に紙に印刷するのではなくて印刷先をデータとして指定できるソフトウェアが多くのメー

カーから販売、シェアウェアあるいはフリーソフトなどの形で供給されています。これらソフトウェア

を入手され PaveFN から一旦印刷データとして同ソフトウェアが管理できるファイル形式へ印刷出力さ

れることは賢い方法です。これらのソフトウェアには PDF データへ変換できる機能を持つソフトも多く

あります。 

ここで説明した計算根拠式・図などのように物理的印刷時に多くの紙枚数を必要とするようなものは、

本当に紙に印刷する必要があるとき以外はこれらのソフトウェアを印刷先に設定し印刷データ保存とい

う形式をお勧めいたします。 

 

のクリックは編集中の壁紙を利用して積算された全部屋を元図である壁紙と合わせて

カラー印刷します。 
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ここまで で説明しなかった機能について 

1. の左右↑↓ボタンクリックで現部屋の前後部屋を表示します。 

2. の Ins.ボタンクリックは現在カーソルのある場所に空行を 1 行分確保（キーボ

ードの Ins）します。Del.ボタンクリックで現在カーソルのある場所 1 行を削除します。「床材末梢」

が編集中の部屋で表示部位の編集・登録されている全ての材料を抹消します。 

3. はカーソルが材料入力欄にある時に使用できます。[Ctrl]+↑の組

み合わせでフォーカスが「複合材料マスタ」へ移動して、キー操作で複合材料セットを選択（↑↓キ

ー）でき決定（該当セットで Enter）できます。単一マスターへは[Ctrl]+↓でフォーカスを移せます。

選択と決定に使うキーは一緒です。 

4. は上と全く逆の動作を行います。即ち、カーソルが複合マスター

あるいは単一マスターにある時に[Ctrl]+←キーの組み合わせ材料入力欄にカーソルを戻します。 

5. と にチェックを入れることで、それぞれ単位名と工種名の編集・作成および削除を

可能にします。 

6. の下の紫色内で表示される工種をクリックすることで、現在マスター欄（複合・単一とも）

で表示中の材料を、クリック指定した工種を含む材料のみ絞込表示します。 

7. の説明は以下で個別に行います。 

8. □全材は全部の材料をマスターに表示する機能です。これは上の 6 で工種による絞り込み材料の表示

から工種に関係なく登録されている全ての材料を表示する時に使います。 

9. □頻度がチェックされておれば、マスター材料で最も使用頻度の高かった順に材料表示を並べ替えて

表示します。チェックがない場合はマスター登録された順に並びます。 

10. □絞込は材料入力欄にカーソルがあった場合に機能します。ここがチェックされておれば、例えば、

材料を「モル」と入力・確定すると、登録済み材料名称の中で「モル」という表現を含む材料のみを

マスターに表示します。文字によるマスター絞込機能です。 

11. □内部の内部という表現は現在ある部位（タグ位置）の表現になります。従って、外部を入力中は□

外部と表現されます。チェックが入っておれば現表示部位のマスター材のみ表示し、チェックがない

場合は部位を超えて全マスター材を表示します。 

12. の説明。 

13. □直にチェックが入っておれば、マウスでクリック選択したマスター材料が直ちに材料入力欄に設定

されます。□直でチェックが入ってない状態でマスター材をクリックしても、同材料上での 2 度目の

クリックまで材料設定は行いません。 

14. □S にチェックが入っておれば、マスター材料欄で表示材料の下端あるいは上端付近でマウスを移動

すれば自動的にその前後材料を表示できるよう自動スクロールします。チェックがない場合は横にあ

るスクロールバー操作で材料マスターの表示を変えます。 
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15. はマスター表示を変更できます。○単複のチェックありで複合材・単一材のマ

スターを同時表示します。○単一がチェックされた状態でのマスター材表示は単一材のみとなり、○

複合も同様の意味を持ちます。 

16. ボタンを押すことで表示中の複合材料の全てを抹消します。 

17. ボタンを押すことで表示中の単一材料の全てを抹消します。 

18. 複合材を個別に抹消したい場合は該当複合材の上にマウスを持って行きそこでの右ボタンクリック

で対象材料（単一・複合とも）を抹消することができます。 

19. は材料入力欄に 1 セットの終わりを意味する「↑」を発生させます。キーボードで材

料セット入力後に[Enter]キーでセット確定する機能と同じです。 

20. の説明です。 

21. 「現部屋削除」機能は現在止めてあります。 

22. □一覧ボード（Max）にチェックを入れることで、対象部屋の全部位材料を画面上部で一覧すること

ができます。また表示文字の大きさは○小と○大で切り替えることができます。 

23. 材料入力欄 で［←↑↓→］のセル移動キーを使用でき

ます。また編集行を１行抹消したい時は[Ctrl+Del]をキーボードから入力することで１行を抹消しま

す。前述した の Del キーに相当します。また１行挿入したい場合は[Ins.]キーを

入力します。 
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梁仕上げを作成してみる 

ここまでの作業では PaveFN で積算数量を得る大まかな流れを説明してきました。梁の設定に関しては

一切説明してきませんでした。最後に梁の入力について説明します。以下の説明は PaveFN と一緒に配

布される PaveFN 内装入門図.JPG を使用します。 

 

メインメニューから仕上表をクリックして部屋仕上表に入ります。 

 

6. 既に登録されている■前室をクリック選択します。 

7. 次に壁[F3]をクリックして編集対象部位である壁の仕上表を表示します。 

8. *RC 柱の仕上セット下（↑記号の下）の名称欄をクリックます。行数を確保したいときは[INS]キ

ーを入力します。 

9. 上の図のように*RC 梁の仕上げを完成させます。最後に ボタンをクリックして変更された

■前室の仕上表内容を登録します。 

10. 登録されると自動的に■事務室への編集へと進みます。事務室も同様に*RC 梁の仕上げを完成・登

録して仕上表の変更を終了、右上の[×]で画面を閉じてメインメニューに戻ります。 

説明の都合上、登録済部屋に梁仕上を追加すると説明しました。しかし、通常は部屋作成時（*RC 壁仕

上げ作成時）に*RC 梁の仕上も作成しておきます。 

N. 梁リスト（梁名称と断面サイズ）を作成する 

メインメニューの をクリックします。 



をクリックして図面を表示します。次に芯線組 を使用できるよ

う Yes にチェックを入れます。芯線組のメニューが表示されます。芯線組メニューの最下行にある

の梁にチェックを入れます。図面に壁および柱の躯体線が緑色表示されます。画面右

側には登録されている梁リストが一覧表示されます。 

 

ここでは、便宜的に梁リストを 3 つ作っていますが最初に PaveFN で梁入力を行うときは梁サイズリス

トは一切登録されていません。 

 

にチェックを入れた状態で PaveFN を終了すれば、別物件で梁入力を行う時に

をクリックすることで登録済み梁リストを利用することができます。 

O. 梁を図面に書き込む 

まず①建物の四周（通り上）に B410[400*1000]の梁が壁外面と梁外側面が一致存在し、②中央 LGS 壁

上に壁芯と梁センターが一致して B37[300*700]があり、更に③B36[300*600]の梁が画面中央辺りで

LGS 上梁と直交して存在すると仮定し説明します。 

梁名とサイズを入力して梁リストを作成する 

4. 下の入力欄をクリックし梁名称を入力し[Enter]を押します。 

5. カーソルが自動的に 入力欄に移動しますので左図のように

300*700 と入力して[Enter]で決定します。 

6. このようにして作成された梁メンバーは順次梁リスト一覧に表示

されます。 



 

 

 

下は全梁を設置した図で、右は の状態で表示。 

 

 

 

 

梁入力要領（重要） 

3. 梁は必ず外周枠から設置してください。（設置順番で優先順位が決まります。） 

4. PaveFN が不要な梁を発生 の削除にチェックを入、不要梁をクリック削除しま

す。再び梁設定を行うときは をはずしてから作業を進めます。 

 

5. 梁メンバーのなかの をクリッ

ク指定し設置する梁を選択します。 

6. 図面の X1 通り（壁芯線）近くにマウスを移

動すれば左図のように壁芯線が赤色表示さ

れ反応します。 

7. 赤色表示している時にクリックすると左下

図のように梁側面線と梁中央線がマウス移

動に追随して青線表示されます。 

8. 左下右図のように、梁の外側面と壁躯体外面

が近づくと梁外面線が赤色表示に変わりま

す。この時点でクリックして梁設置位置を決

定します。 

 

注）梁は壁中央か側面に一致させ設定します。 



設定された梁も含め部屋計算を行う場合は、芯線組機能を OFF に下状態で登録済み部屋を呼び込み（部

屋名をクリック）して個々部屋を で計算し直すか、 によりまとめて

全部屋を計算する方法があります。芯線組機能が ON の状態で より新規に部屋を作成

（再計算）する場合は、計算済みの対象部屋を抹消して、芯線組の にチェックを入れ

て、再度梁データ込みで部屋を積算します。 

 

 

*前室を再計算した図です。平面上に部屋内に梁が見える場合梁ラインは赤線で実線表示され、部屋から

見えない梁は破線赤線で表示されます。上右図は Y1 通りの壁断面を立面表示した図です。 
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JFair につなぐ JVan システムについて 

ケンブリアの全製品は現在 JVan 化されています。PaveRB（定尺換算）、PaveEW（土工事）PaveJS（積

算基準 Ver2.0 以降）などです。データ入力を積算者が行った後、弊社サーバにネット経由で接続し、結

果集計できるようロック解除する簡単な仕組みです。JVan 会員は、例えば、パソコンを買い換えた時、

ご自身の意思で自由に Pave 系ソフトをインストールすることが可能です。 

 

最後に内訳結果を求めるために、メインメニュー ボタンをクリックします。 

以下に説明する JVan 関連の設定へ作業が進みます。 

 

御社のネット環境がプロキシサーバー経由でインターネット接続の場合は入会申し込みの前にまず弊社
へお電話下さい。 

電話は 099-252-2108（鹿児島）か 092-791-8798（福岡）のいずれも受け付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JVan 会員に申し込みいただいた後、現ユーザ様は直ぐに会員手続きを行いご利用いただけるようにしま

す。正式会員になられたら、PaveFN で部屋計算・集計のために［JVan］ボタン（計算ロック解除され

ていない物件は赤色で表示されています。）をクリックされると下左の Jvan サイト入場画面が表示され

JVan 入会画面 

JVan はケンブリアソフトユーザ様の会員システムです。まだ会員になっておられない方は最初だけ会員登録を

行います。未会員の方が、初めて JVan に接続すれば上の画面が中央に表示されます。 

 

PaveFN を使用するために会員登録を行います。まず、［入会申込］ボタンをクリックしてください。 

 

次に上図右側画面が開きますので必要事項を記入後、インターネット接続を確認して［送付実行ボタンををク

リックしてください。 

 

その後、弊社へお電話していただき、入会申込を行った旨、お知らせください。 

 

注１）入力内容は一切外に漏らすことは無いし、Pave 系ソフト以外では使用しません。信頼、ご安心ください。 

 

注 2）入会用紙に年会費の事が書かれていますが、純粋の JVan 会員様以外（購入ユーザ様）は不要です。 

 



ます。 

 

・ JVan 会員の方が PaveFN で入力データの集計・確認・修正などを行う前に上記画面より、物件デー

タのロック解除を行います。 

・ ケンブリアの JVan サーバと交信する内容は、アクセス日付、会社名、積算担当者および物件名のみ

です。従って、入力データ内容がネットで流れることは一切ありません。また、物件を隠したい場合

は、アクセス前に適当な物件名に変更してください。 

・ 2010 年度現在では PaveFN は物件毎の請求になっています。将来、延べ床単位でのチャージ希望者

が多い場合そのように変更になるかも知れません。 

・ JVan で弊社ソフトを使用されるユーザ様のバージョンアップおよびサポートは無償になります。 

 

JVan アクセスによる物件のロック解除が済めば、「正常にデータロック解除しました～」のメッセージ

が表示されますので。上のアクセスボードを閉じてください。同時に、対象物件がロック解除された印

として［JVan］の文字が赤色から青色に変化します。この、青色になった物件データは 2 度と JVan に

アクセスしてロック解除する必要はありません。 

 

JFair アクセス不具合など、JVan 一般のご質問は弊社までご連絡ください。 

 

PaveFN 積算芯線組機能一覧 

 

下に PaveFN が備える各種機能を羅列します。□仕上表で使用できる機能で◇は意匠積算（拾い時）で

使用できる機能です。詳しい説明は本マニュアルを参考にしてください。 

 

□仕上表部屋間コピー□腰壁関連材料指定機能□自動マスター作成機能□単一材・複合材マスター管理

1. ↑でサイト入場ボタンをクリックします。 
2. →会員様のロック解除画面です。 
3. →［JVan ロック解除］で PaveFN の計算を可能にする。 
4. ロック解除は 1 物件に付き、1 回のみです。 
5. 年間契約ユーザには請求書発行はありません。 



機能□キーボード・マウス任意優先入力機能□部屋全部位仕上確認機能□天井懐高自動計算機能□部屋

間部位毎コピー機能□材料短縮名称拾い可能□材料詳細名拾い可能□材料名一括 VE 対応□工種別マス

ター参照可能□外部ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ・ﾊﾞﾙｺﾆｰ図面リスト仕上作成機能□内装積算対応□外装積算対応□軸拾い対

応□外構積算対応□断熱積算対応□部屋間部位毎仕上比較機能□壁種毎小部位ヘッダー機能□雑複合材

仕上対応□部位間マスター材参照機能□ｍ・㎡単位依存型計算機能 

 

◇自由レイアウト画面機能◇グラフィック拾い機能◇キーボード入力グラフィック変換機能◇フロアー

プラン毎メイン壁紙・サブ壁紙下敷き機能◇壁紙傾き補正機能◇複数壁紙縮尺補正機能◇部屋内ライン

トレース機能◇積算芯線組機能◇内装ワンクリック積算機能◇外装ワンクリック積算対応◇軸関連ワン

クリック積算対応◇軸材開口補強自動計上機能◇フリーハンド外構自動計算対応◇断熱ワンクリック積

算対応◇ﾊﾞﾙｺﾆｰ・ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄワンクリック積算対応◇上げ裏・床別ワンクリック積算対応◇役物ワンクリッ

ク積算対応◇通り作成機能◇軸感知機能◇三斜（ヘロン）計算確認機能◇平面・立面確認機能◇腰壁・

腰壁見切り自動計算対応◇マウス移動単位指定機能◇マウス位置自動実寸変換機能◇マウス位置近隣値

スケール表示機能◇アングル線対応◇部屋計上材ワンクリック全部位表示機能◇マスターデータフィー

ドバック機能◇部屋階降順・昇順並べ変え機能◇VE 対応一括再計算機能◇計算根拠図と式印刷機能◇秒

指定部屋別計上材自動スクロール確認機能◇部屋内個別壁高さ・腰壁指定機能◇断熱壁・床天井別折り

返し指定機能◇構造高さ比天井懐計算対応◇ワイルド文字自動明細表現変換機能◇線種色カスタマイズ

機能◇オフセット値線分作成機能◇端点自動揃え機能◇近隣線分自動接着機能◇単点矩形拡大機能◇図

面白紙化対応◇フロアープラン図面書き込み対応◇済場所明示機能◇雑材図面書き込み積算機能◇計算

根拠クリック確認機能◇計測参照基準線（Ref 線）指定機能◇開口情報表示機能◇雑系情報表示機能◇断

熱状況表示機能◇芯線軸巾自動認識機能◇異形フレーム対応◇壁紙拡大・縮小機能◇線分長さ・面積確

認機能◇線種名称色表現・文字表切り替え機能◇立面開口入力機能◇開口位置自動補正機能◇階毎連装

開口自動認識機能◇ミニロケーター一発場所表示機能◇全体図・部分図表示一発切り替え機能◇計算式

拾い対応◇PaveFN 自動計算結果任意式追加・置換調整機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

PaveFN 追補マニュアル 
このマニュアルは PaveFN に 2010 年 9 月以降に変更された部分あるいは追加された機能などについて

解説してあります。PaveFN を何回か使用した人にこのマニュアルを作成しました。 

 

以上の８個所が改良・変更されました。 

④□Ref 線の□R 表記変更と⑥空点拡大時の柱サイズ変更の２つを除き機能解説と使用法を次ページよ

り順次説明いたします。 

尚、今までの入力データはそのまま最新バージョンで確認・編集できます。（データ互換を取ってありま

す。） 

 

 

 

PaveFN 最新版の「意匠積算」入力・確認画面 

① □芯線組入力条件が付加されました。 

② □仕上ｺﾋﾟ（仕上コピー）機能が付加されました。 

 

 

 

③ 指定壁紙階倍 x を入力・指定できるようになりました。またこ

こでは表示していませんが、ある壁紙で作成された芯線組を

別の壁紙の芯線組として利用するためのコピー機能も付加さ

れました。（階コピーのイメージです。） 

 

 

 

④ □Ref線が□R という表記に変更されました。 

 

【全通芯】ボタンが付加されました。 

 

 

⑤ 【壁面揃】ボタンが付加されました。 

 

 

⑥ □空点拡大時の柱サイズが実寸法（X*Y）で入力するよう変

更しました。 



が付加されました。 

にチェックを入れれば下入力条件が表示されます。 

 

この条件は下のような意味を持ちます。 

1. 柱面と壁面が揃っているという入力は一般的に を利用しながら行います。この使

用方法は今までと変わりません。下図参照 

 

 

2. この、削除後の再作成の手間が にチェックが入

っていれば（初期値はチェック有にしています。）対象壁の壁種を変更するだけで、変更された壁厚

を認識してその半分の値（*LGS/65/の場合オフセット値を 32.5mm）の位置に芯線座標を移動します。

同時に壁に付く建具位置も変化します。 

 

◆また例えば という線名をクリックされれば自動的に壁巾の半分である 32.5mm が

の値に自動設定されます。このことを利用されるとオフセット値を利用して芯線を作

成する前に壁種指定を行うと便利です。 

◆また というボタンも付けましたが過去のデータで特殊な場合に使用しますので詳細解説は行い

ません。使い方は○線種時に対象壁線を赤色指定してこのボタンをクリックすれば指定壁面を柱面に揃

えます。 

 

 

① 柱面と*RC 壁/100/（オレンジ色）の面（仕上面）

が揃っておれば左のような入力になります。 

② 柱面から壁芯線を引く場合 に 50mm と

設定し線を作成するのが一般的です。 

 

もしこの壁を*LGS/65/に変更しなければならない場

合、以前は、対象芯線を一旦削除し、その後*LGS/65/

を再作成しなければなりませんでした。 

 

① 最新版を使用して*RC 壁/100/の線種を*LGS/65/

に変更した直後の図です。 

② 水色の線が 32.5mm 柱面からオフセットしている

のが分かります。 

 

最終的に部屋あるいは外部を自動計算させれば壁面と

柱面の仕上面はそろうということになります。 



（仕上コピー）機能が付加されました。 

を利用すると、仕上表を作成する人（Aさん）と芯線組を作成する人（Bさん）が別々に入力を

進め最後にデータを Bさんが統合・取込しで部屋計算を行うという分散入力が可能になります。 

但し、これは B さんが部屋、外部あるいは同軸・断熱計算等を行い結果を登録した後では使用できませ

ん。Bさんは部屋などを一切登録していない時にこの作業を行ってください。 

部屋が登録されておれば下のようなメッセージを表示します。 

 

にチェックを入れると画面が下のように変わります。 

 

この機能を利用して分散作業を進めるひとつの方法は以下のようになるでしょう。 

1. Aさんは仕上表作成に専念します。 

2. Bさんは仕上表でダミー部屋を１部屋作成し、*RC壁/180/、*RC壁/150/、*柱あるいは*LGS/65/など

と使用する壁種を入力（材料入力の必要はありません）しこのダミー部屋を登録します。 

3. Bさんは引き続き芯線組で芯線作成から線種命名、更に建具入力まで作業を進めます。但し部屋の計

算→登録は行わないように注意してください。 

4. Bさんの作業および Aさんの作業が終わった段階で Bさんのパソコンで を実行し Aさんの仕

上表データを取り込み Bさんが各部屋の計算・登録を行います。 

 

 

 

 

 

作業手順 

① A さんの作成した物件フォルダを B さんのパソコンのどこかに

コピーします。 

② 左図のようにコピーされた同フォルダをダブルクリックで指定

しフォルダが開いた状態にします。 

③ 左図下にある ボタンをクリックします。 

④ コピーする前にメッセージで確認を促しますが正しければはい

（Y）でコピー取込を進めます。 

 

左は A さんの「内装入門 RC 線」で作成した仕上表を B さんの芯

線組に取込む直前の図です。 



を入力・指定できるようになりました。 

これは のように壁紙が選ばれている状態で の入力欄に倍数値を

入力し[Enter]で決定します。それ以降対象壁紙で積算される部屋数は同値で倍数されることになります。 

 

最新版以前は、例えば、マンションの積算で２階から９階までが基準階指定されている場合では

のように部屋を積算する毎に x8 と部屋倍数を

入力しなければなりませんでした。最新版では壁紙に付き倍数指定を あらかじめし

ておけば、部屋を求める時に自動的に x8が初期設定されます。これは内部のみならず、外部・軸材ある

いは断熱など芯線組を利用して計算する全部屋・全場所に初期値倍数として適用されます。一部の部屋

は倍数したくない場合は x8 を x7と変更されても問題はありません。 

 

ある壁紙で作成された芯線組を別壁紙の芯線組へコピーする機能が付加されました。 

5F 平面図.jpg という壁紙で作成された芯線組があるとします。9F 部分はオーナー部があるため 9F 平面

図.jpg を使用しなければなりません。但し、オーナー部を除き他はほとんど 5F 平面図.jpg で作成され

た芯線組と同じである！しかも柱型も上まで通っている！ 

 

このような場合にこのコピー機能が役に立ちます。5F平面図.jpg壁紙をベースにした芯線組のコピーは

新しい壁紙（9F平面図.jpg）を初めて使用する時にコピーするのか尋ねてきます。 

 

ここではい（Y）をクリックすれば 

 

のように元図面の指定選択を行ったあと最終確認を経てコピーを実行します。 

 

コピー後は異なる芯線を削除・変更して 9F平面図.jpgをベースにした芯線組の作成を行い、同階の積算

を完了します。 

 

 

 

 

 



ボタンが付加されました。 

最新版以前は一般的に通り芯を作成した後に通り芯の交点を追っかけて壁芯線を作成されてきたと思い

ます。この新しく付加された をクリックすることで一発で全通り芯上に芯線（空線=No Name線）

を作成します。 

 

この機能を利用することで例えば図面が壁芯で書かれていた場合は、即座に線分の名称を付ける作業か

ら入力を始めることができるようになりました。ボタンクリックで自動作成された空線（No Name線）以

降の作業は今までの PaveFN と一緒になります。 

 

これは柱型を作成する時にもこの機能を応用利用できるかもしれません。 

 

例えば、図面が柱芯で書かれている場合は、割と簡単に のクリックで柱中心点も求められ□空点

拡大の作業が簡単になると考えられます。 

 

例え、図面が壁芯で書かれていても柱芯に仮想通りを作成し□空点拡大に利用します。柱を配置した後

は、□通り作成で全仮想通りを【ESC】で抹消し、再度図面通りに壁芯で芯線を作成することが可能にな

ります。 

 

その後の変更分追補マニュアル 

 

 

 

最新の PaveFN は製品情報内の PaveFN ページの最下段からダウンロードできます。積算を始める前には

常に最新の PaveFNをダウンロード後使用されることをお勧めします。 



意匠積算入力の新機能と画面レイアウト変更 

 

 

 

PaveFN の新機能に伴い画面レイアウトが一部

変更されました。ノート PC 対応画面です。 

1. 一部の作業指示項目が移動しました 

 

2. 芯線組入力条件に項目が追加されました。 

 

3. 新壁紙登録時に①階倍指定②階設定および

③構造スラブ厚部の確認・設定部が強調され

ました。 

 

4. 通り芯をワンクリックで芯線化できる機能

が追加されました。それに伴い■Ref 線の表

現が■R となりました。 

 

5. 壁厚の異なる連続芯線に対し、面合わせ（仕

上面揃）が簡単にできるようになりました。 

 

6. 接着機能を新たに設けました。これを使用す

ることで閉じていない芯線の確認が容易に

なり、また接着任意値内での芯線接着がボタ

ンひとつで可能になりました。 



が付加されました。 

にチェックを入れれば下の 4つの入力条件が表示されます。 

 

 

1. の壁面変更時の仕上面自動揃え機能は追補マニュアル＃１で解説してあります。 

2. 建具共有隣接壁値の説明は追補マニュアル＃１で解説した 機能と関連する話で

す。この 機能とは S造などでよく見られる、例えば、外壁面を ALC版で囲いその

内側に LGSを ALCに重ねるという設計に簡単に対応（基準線から拡大・縮小して芯線を作成する）で

きるようにした機能です。 

今回の新しい入力条件である建具共有隣接壁機能が付くまでは壁毎に同一開口の配置をしていまし

た（２作業）。 の壁隣接値を、例えば 200mmと設定してお

けば、どちらか一方の壁に建具を配置することで設定数値内に別壁があった場合１回の建具配置で両

壁に建具が配置されるようになりました。  

3. は●部屋に入

った時、柱内に芯線が存在した場合「消すか～？」のメッセージを常に出していました。今回、柱内

芯線は自動抹消するかどうかの２択入力条件を付けました。初期（ディフォルト）はﾁｪｯｸなし（自動

的抹消しない＝柱内芯線・壁線は残る）になっています。一見すればﾁｪｯｸ有がディフォルトでいいと

思われるかもしれません、しかし以下のような理由でこうなりました。下図に柱線（青）と外壁芯線

（オレンジ）の関係を示します。左がディフォルト状態です。理由とは・・・ 

 

■外壁面は全て壁面で捉えたいとする積算者の作業を軽減することができる事。（左の 2枚の図では

外柱線を消すだけでその目的がかなうという事です。） 

■ディフォルト状態を柱内芯線自動抹消にすれば右図の状態になり、柱外面線を削除後再度、外壁芯

線を引き直さなければならないという複数の手間がかかるからです。 

4. は という選択ができるよ

うになりました。 

 



この選択肢が付くまで●線種指定で芯線をグループ化する場合、壁芯線優先に固定化していました。

柱・壁芯線が同一グループで囲われた場合、壁芯線だけが編集対象に選ばれ柱線はグループから自動

的に除外されていました。このことで余計な作業手間がかかるケースがあるとのご指摘を受けて対応

した機能です。 

 

今回選択肢を設けたことで、入力場面・場面により選択を切替ることができより効率よく入力作業を

進めることができると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



A. 再計算処理の変更 

部屋積算が終了した後で発生する各種変更（V.E.）があった場合の再計算処理が進歩しました。例え

ば下のような変更が積算終了後に発生したとします。 

① 居室の「長尺シート」が「木製フローリング」に変更になった 

② 建具開口の種類や位置の変更が発生した 

③ 間仕切り壁の位置と種類が変更になった 

 

このような場合、これまでのバージョンでは計算し補正処理した部屋の変更が①②でとどまっていれ

ば再計算ボタンで変更後の結果を即座に得ることができました。しかし③のような変更が発生した場

合、処理済の部屋を一旦削除し、新規部屋として対象部屋を再度計算させる以外 V.E.対応はできま

せんでした。 

 

今回の変更で上記①、②、③のあらゆる V.E.に対して【全部屋再計算】あるいは個別部屋の【再計

算】のワンクリックで処理できるようになりました。 

 

これは、再計算ボタンが押された場合、最新の「仕上表内容」と最新の「芯線組入力状況」を考慮し

ながら PaveFNが処理を実行するということです。 

 

実際は最初に部屋を求めた「ユーザーのマウスクリック位置をプログラムで割り出し」て再計算を実

行するため、例えば「事務所」と「応接室」を間仕切していた LGS/65/の 2次壁が不要になったよう

な場合の再計算は上記ルールは当てはまりません。このような場合は、以前と同じように、２つの部

屋を削除した後、あらたに「事務所兼応接室」という部屋を再度自動計算させなければなりません。 

 

それでも、最新の入力データを反映した【再計算】ボタンは V.E.時の処理効率化に大いに役立つも

のと考えます。 

 

B. 壁紙毎に「x 階倍」と「壁紙適用階」さらに同階の上構造スラブ厚を設定できるようになりました。

それに伴い、新しい壁紙を登録する際に発生するメッセージで必ずこれら３つの項目を確認・登録す

るように強調して促すようにしました。 

 

C. オフセット使用時のちょっとした機能 

オフセットにちょっとした機能を追加しました。柱面端点より 75mm逃げた所から*RC壁/150/の芯線

を作成する状況を考えてください。 

今までは、芯線を引く前に 150/2＝75 という数値を計算しオフセット値に入力後芯線を引く作業を行

っていました。今回の機能追加は 75 という答えをあらかじめ計算することなく、芯線を引く前に壁

*RC壁/150/を壁リストでクリックすることで自動的に壁巾の半分の値である 75が自動的にオフセッ

ト値に設定されます。このことでスムーズに芯線作成作業へ移行できるようになりました。 

 



D. 柱・壁の出隅部が腰壁部と腰上部に分けて計上されるようになりました。 

いままは、柱・壁の出隅高さは、対象部屋の天井高（C.H.）一本で計上していましたが、今回のバー

ジョンアップで腰部高さと、腰上高さ（非腰壁部）の 2種類の高さを自動計算して結果仕訳を細分化

しました。 

各々の計算結果に「コーナービート」と「腰羽目板出隅」を分離適用するために、仕上表作成時に以

下のように入力する必要があります。 

 

 

このように、腰部出隅材には、必ず「腰」という文字を材料名称の一部に含ませて下さい。含んでい

ない場合は腰部に材料は適用されません。 

E. 1-芯線組内で芯線高さを設定できるようにしました 

これは意匠積算を行う人の多が梁は当初は無視して拾い、例えば、軸壁を一旦求めておきその後、梁

高を考慮し集計された軸壁高さを後で手修正するという傾向があるようなので、この作業傾向に少し

でも役立つのではと考え追加した機能です。 

 

① 芯線壁高を変更するには、芯線組機能の にﾁｪｯｸを入れて変更する芯線を選択・指

定します。 を利用して指定することも可能です。 

② その後、芯線高さを単位メートルで に入力し[Enter]で確定します。 

③ 設定されている芯線高さは にﾁｪｯｸを入れることで確認できます。上は芯線高さを確認して

いる図です。 



 

この機能付加は芯線の高さを設定できる機能です。この考えを延長し、類似した操作で芯線に腰壁高

さを入力・設定できるようにしました。ここで言う腰壁とは一般的に言われる「腰壁」（軸材は一緒で

表面仕上げ部が上下で異なるタイプ）とは異なり、軸壁その物が腰部と非腰部に分かれる「2段軸壁」

のことです。このような設計にも入力ルールに従って作業を進めることで PaveFNは的確な結果を算出

します。詳しいルール解説は次のページで記述されます。 

 

注）この機能付加で建具開口入力部が一部変更されました。建具が腰有建具の場合（掃き出しではな

いタイプ）、積算結果のためだけに、「C」で建具腰高を入力されていた人も多かったと考えますが、今

回から「C」は使わず、実際の建具下端までの腰高を入力しなければなりません。初期値は腰高=1,000mm

に設定してあります。 

 

F. 2-芯線組内で 2段壁が処理できるようになりました 

ここでいう 2段壁とは軸壁部が腰部と非腰部の 2種類の壁で構成される壁芯線を意味します。下図を

参照してください。 

 

 

 

 

 

大まかな設定は上で説明するようなものですが、この種の壁では共通仕上表の入力方法が重要であり

一定のルールに従って入力しなければなりません。 

 

上が 2段壁積算の共通仕上表での記入例です。 

 

 

 

軸壁が左図のような2段構成に対応できるようになりました。

例えば、軸壁↓部は*CB/110/で↑は*LGS/65/になっています。 

●仕上表での壁仕上は のように作成。 

●芯線組では同壁名を指定します。 

●壁種命名後、線種を選び

のように壁指定後「段壁腰高#」欄に腰高を入力します。 



① *小部位ﾍｯﾀﾞｰは のように記入します。最初に腰部を記入しその後ろに続けて

「+」プラス記号を入力します。さらに続けて腰上壁である LGS/65/を記入します。ルールは

腰壁部を先に記入という事とプラス記号を挟んで腰上部の壁名（*は必要ありません）を記入

することです。 

② 仕上材の内容にも書き方のルールがあります。上図のように、腰部の仕上げを表面材から下地

材へ記入します。 

③ 腰上部の材料記入の前に、名称欄先頭に「+」のみ入力 1行確保します。 

④ 「+」の下行に非腰部、ここでは LGS）の表面仕上材から下地材まで入力します。 

⑤ 最後に[Enter]を入力し 2段壁の材料セット入力を完成します。 

以上のルールに従って入力すれば部屋積算結果は腰壁部材と腰上部材に腰壁高ラインで上下に分け計算

を行い材料を適用します。軸壁集計も 2種類の壁に分けて（開口補強も分離する）結果を出します。 

 

G. 仕上壁面合わせ機能の追加 

連続的に厚さの異なる壁が存在した場合の面合わせ処理が可能になったという機能です。例えばある通

りに【RC壁/180/】→【耐火/100/】→【LGS/65/】の 3種類の異なる厚みを持つ壁が連続的に配置されて

いたケースを想定してみてください。 

全壁とも RC壁/180/で芯線で作成、交差壁によって発生する点で耐火、LGSが命名されるケースです。今

までは部屋計算（ｽﾗﾌ ・゙天井）は耐火・LGSとも RC壁 180の芯線を元に耐火の場合 50mm,LGSの場合 32.5mm

寄ったラインで計算していました。結果わずかではありますがこのような壁を挟む両部屋の表示は凸凹

になり結果計算誤差が生じていました。 

 

今回のバージョンアップで図面通りに壁仕上面を合わせる（揃える）事が可能になりました。壁面合わ

せの使用法は以下の通りです。下図は壁面合わせ作業中の図です。 

 

① 芯線組で を選択します。その後 にﾁｪｯｸをいれます。 

② 自動的に にﾁｪｯｸが入るので連続する異なる厚みの壁を選択・指定します。

（柱面も一緒に選択できます。） 

③ その後、 にﾁｪｯｸを入れます。（上の図はこの直後の画面例です。）このように

芯線が肉厚を持つ躯体線として表現されます。 

④ その後マウスを動かし、基準となる壁面あるいは柱面の線が赤色反応した時にマウスクリッ

クします。と同時にグループ化された全ての壁面が指定面に揃った図が表示されます。 

⑤ 仮表示される壁面揃え状態で正しければ赤色表示される の【面確定】ボ

タンで確定します。 

⑥ 面確定後 PaveFN は移動すべき芯線は同位置まで移動し建具開口も追随移動させる処理を自

動実行します。 



このように壁面合わせ処理された部屋の結果は壁面の凹凸がなくなりスッキリした直線となります。結

果も正確な図面通りの答えを出します。 

 

H. 建具周りの積算に対応しました 

今回のバージョンアップで建具周りの積算が簡単に求められるようになりました。対象となる積算項

目は下の３項目です。なおガラス関連の拾いは今回のバージョンアップには含まれませんので従来通

り手入力による計算を行ってください。 

 

① 建具種類の仕訳（鋼製建具・木製建具などの個所仕訳計上） 

② 建具周りの長さ系材料（防水モルタル、コーキング、額縁など） 

③ 建具周りで面積計上する物、例えば鋼製建具面積に対し両面塗りを施す場合の両面塗装係数を利

用した計算 

注）積算対象となる建具は芯線組で配置されている建具に限定されます。 

 

まず、【仕上表】および【意匠積算】で場所「建具部」タブをクリックした時のサブタブ表現が他の場所

（内部・外部などと）変わっている事をご確認ください。下に仕上表内での表現と、意匠積算内での表

現を示します。 

 

【仕上表】で「建具部」をクリックしたときの画面表示 

 
【意匠積算】で「建具部」をクリックしたときの画面表示 

 

両方ともサブタブが①分類（鋼製・木製など仕訳）、②周長（2*W+2*Hなど長さ関連）そして③面積（W*H

など建具面積関連）で表現されていることをご確認ください。例えば内部では[床]-[巾木]-[壁]～のよ

うに表現されていた所です。 

 



その①建具分類（鋼製・木製など仕訳）方法 

仕上表での登録 

 

●仕上表では上のように記入・登録しておきます。例えば、[場所名 or 部屋名]には建具関連としてお

きます。 

● のタブを選び、上の例のように分類した建具項目を記入します。通常は鋼

製建具、木製建具だけでしょうが、今回は例として、特殊建具という建具分類項目も記入してみました。 

●分類項目記入後に[Enter]でセット登録することは今までと変わりません。 

このように記入した後、最後にこの「建具関連」という場所（部屋）を ボタンクリックで登録

しておきます。 

意匠積算で建具種を仕訳する 

【意匠積算】で建具タブをクリックすると下のような画面構成になります。 

 

 

●建具分類項目のクリック指定直後におまかせ結果を得る 



 

 

 

 

注）ここまでの結果は建具分類項目のワンクリックで自動化されています。ただし集計された建具には

はずしたいものあるいは検索漏れだが加えたい建具があるかもしれません。このような場合は次ページ

で説明する手作業操作・変更機能で建具種を最終確定します。 

 

●クリック指定のおまかせ結果を手作業で操作・変更する 

絞込検索を利用して求める建具を絞込ます。 

1. がﾁｪｯｸ有りなので絞込検索が ON 状態です 

2. 建具が付いている壁種は全壁種（RC/LGS など）を対象とし

ています。 

3. 建具が内部付 or 外部付 or 内外共の選択で絞り込まれます。 

4. 建具設置位置による絞りこみです。ここでは設置位置はどこ

に付く建具でも対象とするになっています。 

5. 建具名称絞込で が選択されているためユーザ登録

された絞込ヒント建具名として が表示・絞り

込まれています。 

6. 絞り込まれた建具には★印が先頭に付加されます。 

立面表示部に仕上表で登録された建具一覧が表示されます。絞込

した建具が属する項目をクリック指定します。指定直後に画面右

側で絞込まれた建具候補が仮結果として黄色表示（下）されます。 

仕上表で登録された建具種分類

項目のワンクリックでここまで

の作業をPaveFNが自動的に進

めます。また平面図には絞り込

まれた建具種の芯線組上での配

置位置が確認のために表示され

ます。（左図） 



 

画面中央に黄色で表示される上の図は、画面右側の条件で自動的に絞り込まれた結果を表示しています。

この結果と同期をとっている建具には全て右欄の建具名称前に★マークが付いています。即ち★マーク

が付された物が上の結果として計上されているのです。 

 

LDS-1 と LDS-2 は*鋼製建具分類からはずしたいという状況時の対処は右欄の★マーク建具をクリックす

るだけです。クリック直後に上記結果集計から除外されます。 

   

 

 

結果が整ったら の【確定・登録】ボタンクリックで編集対象項目を最終的

に登録します。【項目削除】ボタンは不要となった編集対象項目を削除します。 

その②周長（2*W+2*H など長さ関連）材と③面積関連材を積算する 

仕上表での登録（周長を例に） 

右の絞り込み一覧に表示されている★マークの付いた建

具をクリック指定すると結果から同建具は除外される。

逆も真なりで、★マークの付かない建具をクリック指定

すれば、現在編集対象（黄色表示）となっている建具結

果に同建具が加わります。 

 

下は を除外のためにクリック

した直後の結果表示です。 



 

●仕上表では上のように のタブを選択し材料を記入・登録しておきます。 

 

意匠積算で長さ関連材を積算する（周長を例に） 

のタブを選択します。使用法は前述した建具種仕訳と殆ど一緒です。建具仕

訳と異なる所は計算式の入力・選択する作業が加わる部分だけです。 

 

 

結果を手作業で操作・変更する作業（対象建具の除外と加え）は前述した建具種仕訳に従って作業しま

す。また も同様の手順を踏みます。 

 

 

 

 

絞込条件に関して 

最初に右の絞り込み欄で検索条件を確定します。 

1. ここでは 2*(W+H)の計算式で上記防水モルタルを求めたいた

め下のような絞込条件が設定されています。 

2. 防水モルタルを求めるために外壁面にﾁｪｯｸが入っています。 

3. 2*（W+H）の計算式で求めるために腰有にﾁｪｯｸが入っています。 

4. 建具名候補は鋼製建具としてあります。 

計算式に関して 

計算式はユーザ登録が基本です。配布時は少しの式が用意されて

いますが基本的には に式を入力

[Enter]登録します。式は自動的に保存され、その後は物件をまた

いで汎用的に登録式を利用できます。 

条件・計算式を確認したら、さあ積算 

をクリックします。 

下のように候補結果が表示されます。 



その他変更分解説 

■芯線組での建具開口の設置方法を変更しました。今までのバージョンでは①建具を配置する芯線をク

リック選択②建具をクリック配置という 2 段階を踏まなければなりませんでした。今回の方法変更で、

芯線の 30cm 以内にマウスポインタがあれば対象芯線上で建具がマウスに合わせて移動します。適切な

位置でクリックするだけで建具を直接配置できます。またこのことで建具配置中の、配置済み建具情報

のチラツキ表示を極力抑えることができるようになりました。 

 

■芯線を作成する時、袖壁以外は必ず他の芯線に接着（閉じる）させなければなりません。PaveFN を使

われて間もない方でこの接着をうまく行わずそのまま作業を進める方がいらっしゃいます。これが原因

で部屋が上手に囲われないなどのトラブルが発生します。そのような時に簡単に芯線状態（接着状態）

を確認できる機能 を付加しました。これは①接着状態の確認②任意設定値内での自動

接着と③はみだした余分な芯線（必要のない袖壁）の削除とうい３つの機能からなっています。PaveFN

初心者にはぜひ利用していただきたい機能です。 

 

■  

壁紙表示時に積算が済んだ部屋の名称が的確な位置（壁紙上）に表示できるようになりました。このこ

とで積算漏れがないかの最終確認がより簡単に行えるようになりました。 

 

■建具開口の縦連窓に対応しました。今まで横方向連窓のみ対応しており、縦連窓が壁高を超えた場合

計算式補正で結果修正を行わなければなりませんでしたが今回のバージョンよりその必要がなくなりま

した。 

 

■建物内部にある閉鎖型外部面（例えば、建物内ﾊﾟﾃｨｵ・吹き抜けなど）の断熱材の積算に対応できるよ

うになりました。これに伴い壁面断熱材を求める時のマウスクリック位置が再度変更になりました。開

放型外部面（一般外壁面）断熱の場合は建築外周フレームの外側で、閉鎖型外部面の場合は閉鎖外部内

（例えば、ﾊﾟﾃｨｵ内）でクリックします。いずれの場合も外でのクリックになります。 

 

 

 

 

 

 

以上、追補マニュアル＃１以降に追加された主な機能について使用法を解説しました。 

上のような PaveFNの機能追加・バグ修正・処理変更などの情報は弊社ホームページ内の【NEWS】ページ

で情報を得ることができます。また変更を反映したプログラムはホームページ内【製品情報】→PaveFN

の下にあるバージョンアップからダウンロードできます。物件を積算する時は常に最新版をダウンロー

ド後使用されることをお進めいたします。 



◆さいごに◆ 

PaveFN Ver3.0 は２００４年度に開発をスタートした基盤製品の PaveFN Ver.1.0（意匠数量積算

ソフト）から派生した製品です。このベースとなった Ver1.0 は弊社躯体積算ソフト（PaveJS あるいは

PaveRB）とデータ連動し意匠積算の作業効率化を図るために作成されました。 

連動処理は多くの利点、構造柱、梁と壁などの重複入力を避けられるという点、断熱系の一発処理

などを始めとするメリットを持っていました。そのプラス特性を一言で表すならば「基本データはひと

つ」ということになります。しかし、連動という制約に縛られることで問題点も見えてきました。その

ような問題には、例えば、意匠積算を行う人も躯体図に精通しなければならないとする問題、よしんば、

構造と意匠の拾いをチーム処理しようとしても意匠担当が躯体データの入力終了を待たなければならな

いという問題、構造図と意匠図の設計図面の矛盾など、「最初から完璧」という言葉は存在しないという

ことをソフト発表後始めて、意識することになりました。改めて、積算とは時々刻々変化する資料に柔

軟に対応できなければならない作業であること、その作業をフレキシブルに処理できるソフトでなけれ

ばならないとする現実に直面したものです。 

現実対応型の意匠積算 PaveFN Ver2.0 はこの過程を経て作成されました。Ver.2.0 よりは躯体連動部

がカットされた訳です。機能カットされたからといって PaveFN 本来の積算力が低下したわけではない

と明確に述べておきます。また、完全連動型の基本製品が持つ積算スピードに決してひけをとらない処

理スピードも実現できました。 

この新製品は連動という縛りから解放されたことで多くのプラス面も見えてきました。意匠積算の

担当者が独自に作業を進められること、個々の担当者のペースでの積算ということで施工現場でも手軽

に使用できる環境を生み出しました。躯体数量を必要としない内外装関連業者様も利用価値を見出せる

し、更に PaveFN はオーナー様とのリアルタイム打ち合わせ用積算として設計事務所様でもご利用頂け

ると思います。しかし、最大のプラス面はソフト軽量化に伴うフットワークのよさと低価格化を実現で

きたことであると考えています。羽根のように軽いソフトを目指しました。 

躯体連動意匠積算 PaveFN Ver1.0 の完成に長い時間をかけたように、芯線組を備えた PaveFN 

Ver3.0 に至るまで多くの時間とエネルギーを費やし作成しました。この最新版 PaveFN はケンブリアが

ユーザ目線で真剣に作った意匠ソフトであることは必ずご理解いただけると確信しております。 
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